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章 市 

　

市
で
は
、
市
政
の
振
興
、
公

共
の
福
祉
増
進
、文
化
の
向
上
、

公
益
の
増
進
等
に
功
績
の
あ
っ

た
方
、
善
行
の
あ
っ
た
方
ま
た

は
広
く
市
民
の
模
範
と
な
る
方

や
団
体
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

▽
推
薦
基
準　

①
社
会
福
祉
事

業
の
振
興
、
保
健
衛
生
の
普
及

推
進
、
防
災
・
交
通
安
全
・
地

域
の
発
展
、学
校
教
育
の
振
興
、

社
会
教
育
の
発
展
な
ど
に
２
年

以
上
継
続
し
て
多
大
な
功
績
の

あ
っ
た
方　

②
２
年
以
上
継
続

し
て
善
行
を
行
っ
て
い
る
方

③
人
命
救
助
等
多
く
の
市
民
の

模
範
と
な
る
善
行
の
あ
っ
た
方

④
そ
の
他
、
市
の
公
益
に
特
に

功
績
の
あ
っ
た
方

※
過
去
に
表
彰
状
ま
た
は
感
謝

状
を
受
け
た
方
が
、
同
一
の
功

績
で
推
薦
さ
れ
た
時
は
、
表
彰

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
対
象
期
間　

平
成　

年
６
月

２５

１
日
〜
平
成　

年
５
月　

日

２６

３１

※
継
続
的
な
功
績
に
つ
い
て
は
、

こ
の
期
間
に
終
了
し
て
い
る
場

合
を
対
象
と
し
ま
す
。
善
行

は
、
継
続
中
で
も
対
象
と
な
り

ま
す
。

▽
推
薦
方
法　

次
の
事
項
を
記

入
し
た
推
薦
書
（　

字
以
内
）

８００

を
、
６
月　

日
豺
ま
で
に
総
務

３０

管
財
課
（
市
役
所
３
階
）
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
①
候
補
者

の
住
所
、
氏
名
②
推
薦
者
の
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
③
推
薦

理
由
（
対
象
と
な
る
行
為
、
期

間
、
場
所
等
を
記
入
）

▽
選
考
方
法　

審
査
会
で
選
考

※
選
考
結
果
は
表
彰
を
も
っ
て

発
表
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

▽ 
表
彰
時
期　
　

月
４
日
貍

１０

（
予
定
）

▽
問
合
せ　

総
務
管
財
課
・
内

線
１
３
１
１
ま
で
。

　

４
月　

日
・　

日
に

２６

２７

開
催
さ
れ
た
第
３
回
東

大
和
市
グ
ル
メ
コ
ン
テ

ス
ト
�
う
ま
か
ん
べ
ぇ

〜
祭
�
に
は
、
延
べ
三

万
七
、
五
〇
〇
人
の
方

が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

　

入
賞
作
品
は
以
下
の

と
お
り
で
す
。
今
後
市

内
で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン

ト
や
市
内
飲
食
店
で
販

売
さ
れ
る
予
定
で
す
。

※
順
位
等
の
詳
細
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

産
業
振
興

課
・
内
線
１
０
７
４
ま

で
。

■
菜
の
花
フ
ェ
ス
タ

　

三
ノ
倉
高
原
「
菜
の
花
畑
」

で
は
様
々
な
催
し
で
皆
さ
ん
の

お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時　

５
月　

日
貍
・　

日

２４

２５

豸
午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

▽
場
所　

三
ノ
倉
高
原
花
畑

（
三
ノ
倉
ス
キ
ー
場
）及
び
高
原

花
畑
内
の
山
小
屋
く
ら
ら

▽
内
容　

①
菜
の
花
迷
路
②
菜

の
花
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
（
抽
選

で　

人
に
地
場
産
品
プ
レ
ゼ
ン

１００

ト
あ
り
）③
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
／
５
月　

日
貍
午
後
１

２４

時
か
ら
／
場
所　

山
小
屋
く
ら

ら
／
参
加
費　

一
、
〇
〇
〇
円

／
持
ち
物　

花
器
、
花
ば
さ
み

※
他
の
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。

▽
受
付
場
所　

山
小
屋
く
ら
ら

▽
イ
ベ
ン
ト
に
関
す
る
問
合
せ

熱
塩
加
納
総
合
支
所
�
０
２
４

１
―　

―
２
１
１
５
へ
。
そ
の

３６

他
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
喜
多

方
観
光
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http：
//w
w
w
.kitakata-

kanko.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
友
好
都
市
に
関
す
る
問
合
せ

市
民
生
活
課
・
内
線
１
７
１
１

ま
で
。

　

東
大
和
市
環
境
市
民
の
集
い

実
行
委
員
会
の
企
画
・
運
営
に

よ
る
『
環
境
市
民
の
集
い
』
を

開
催
し
ま
す
。
市
内
の
環
境
団

体
の
活
動
紹
介
な
ど
を
通
し
、

ご
み
な
ど
の
身
近
な
環
境
問
題

や
、
自
然
環
境
問
題
な
ど
に
つ

い
て
、
工
夫
や
対
策
を
市
民
の

皆
さ
ん
と
と
も
に
考
え
、
行
動

し
て
い
く
た
め
の
催
し
で
す
。

▽
日
時　

６
月
１
日
豸
午
前　
１０

時
〜
午
後
２
時　

分
（
雨
天
実

３０

行
）

▽
場
所　

市
役
所
中
庭
（
車
で

の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
）

※
会
場
内
に
は
ご
み
箱
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
ご
み
は
お
持
ち

帰
り
く
だ
さ
い
。
喫
煙
は
指
定

場
所
で
お
願
い
し
ま
す
。

○
行
政
コ
ー
ナ
ー　

警
察
コ
ー

ナ
ー
（
交
通
安
全
ク
イ
ズ
等
。

正
解
者
へ
花
苗
ポ
ッ
ト
を
配
布
）

／
小
平
・
村
山
・
大
和
衛
生
組

合
コ
ー
ナ
ー
（
ご
み
処
理
事
業

紹
介
）
／
水
道
コ
ー
ナ
ー
（
東

京
水
の
試
飲
等
）
／
電
波
障
害

コ
ー
ナ
ー
（
電
波
障
害
の
未
然

防
止
等
紹
介
）／
消
防
コ
ー
ナ
ー

（
身
近
な
危
険
物
の
火
災
予
防

啓
発
）
／
環
境
課
コ
ー
ナ
ー
（
地

球
温
暖
化
に
関
す
る
啓
発
）
／

ご
み
対
策
課
コ
ー
ナ
ー
（
家
庭

廃
棄
物
有
料
化
・
戸
別
収
集
の

Ｐ
Ｒ
）／
喫
煙
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
喫
煙
マ
ナ
ー

の
向
上
啓
発
）／
ホ
タ
ル
の
里
作

り（
ホ
タ
ル
の
飼
育
方
法
紹
介
）

○
展
示
・
啓
発
・
実
践
活
動
コ

ー
ナ
ー　

事
業
所
の
取
り
組
み

／
薬
物
防
止
啓
発
、
薬
物
模
型

の
展
示
／
リ
ッ
タ
ー
カ
ー
の
展

示
／
生
ご
み
堆
肥
化
の
紹
介
／

廃
食
油
・
廃
食
器
回
収
の
Ｐ
Ｒ

／
平
和
の
Ｐ
Ｒ
／
狭
山
緑
地
保

全
活
動
の
紹
介
や
工
作
体
験
／

空
堀
川
の
現
状
の
紹
介
／
ご
み

減
量
・
分
別
方
法
／
災
害
時
の
飲

料
水
確
保
／
東
京
ガ
ス
の
環
境

対
策
／
自
然
環
境
へ
の
ア
プ
ロ

ー
チ
／
リ
ユ
ー
ス
促
進
／
牛
乳

パ
ッ
ク
を
用
い
た
は
が
き
作
り

／
放
射
能
に
関
す
る
展
示
／
木

の
ぬ
く
も
り
体
験
／
使
用
済
み

注
射
針
の
回
収
／
自
然
保
護
活

動
の
パ
ネ
ル
展
示
／
木
工
教
室

／
保
養
活
動
展
示

○
イ
ベ
ン
ト　

模
擬
店
コ
ー
ナ

ー
（
市
内
福
祉
団
体
に
よ
る
軽

食
等
の
販
売
）
／
菊
苗
の
無
料

配
布
（
午
前　

時
か
ら
）
／
食

１１

用
植
物
油
の
廃
油
回
収
（
タ
オ

ル
プ
レ
ゼ
ン
ト
）
／
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
回
収
（　

個
以

１０

今号の主な記事

6
月
1
日
（
日
）
 

第
 ２９
 回
 
環
境
市
民
の
集
い

身
近
な
環
境
問
題
や
自
然
環
境
問
題
を
考
え
よ
う
 

上
で
エ
コ
バ
ッ
ク
プ
レ
ゼ
ン

ト
）、 
端
材
等
の
無
料
配
布
（
無

く
な
り
次
第
終
了
）
／
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー（
各
ブ
ー
ス
を
回
っ

て
ス
タ
ン
プ
を
集
め
よ
う
。
開

会
式
終
了
後
か
ら
開
始
）

○
環
境
ポ
ス
タ
ー
展　

市
内
の

小
学
４
年
生（
平
成　

年
度
）が

２５

描
い
た
作
品
を
中
央
公
民
館
ホ

ー
ル
で
展
示
し
、
正
午
か
ら
最

優
秀
作
品
の
表
彰
を
行
い
ま
す
。

▽
問
合
せ　

環
境
課
・
内
線
１

２
７
２
ま
で
。

環
境
市
民
の
集
い
と
同
時
開
催
 

ご
み
減
量
の
 

　
　
　
取
り
組
み

◎
リ
サ
イ
ク
ル
家
具
等
の
抽
選

会
　

こ
の
抽
選
会
は
、
ご
み
の
発

生
抑
制
を
目
的
に
、
粗
大
ご
み

の
中
で
ま
だ
使
用
で
き
る
家
具

等
を
無
料
で
配
布
し
、
ご
使
用

い
た
だ
く
も
の
で
す
。

▽
抽
選　

６
月
１
日
豸
『
環
境

市
民
の
集
い
』
終
了
後
に
抽
選

し
、
抽
選
結
果
は
当
選
し
た
方

の
み
に
電
話
で
連
絡
し
ま
す
。

※
受
け
取
り
は
、
連
絡
後
７
日

以
内
の
平
日
に
当
選
者
が
直
接

市
役
所
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◎
不
用
食
器
の
回
収

　

家
庭
で
使
わ
な
く
な
っ
た
食

器
〔
陶
磁
器
（
せ
と
も
の
）
製

の
茶
碗
・
皿
・
カ
ッ
プ
等
〕
を

回
収
し
ま
す
。 
汚
れ
は
落
と
し
、

箱
等
は
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

◎
使
用
済
小
型
家
電
の
回
収

　

小
型
家
電
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を

設
置
し
ま
す
。
回
収
品
目
は
デ

ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
等
の
使
用
済
小

型
家
電
で
投
入
口
（　

㎝
×　

２５

１０

㎝
）
に
入
る
も
の
で
す
。

【
共
通
事
項
】

▽
日
時　

６
月
１
日
豸
午
前　
１０

時
〜
午
後
２
時

▽
場
所　

市
役
所
車
庫
棟
（
庁

用
車
駐
車
場
南
側
）

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
ご
み

対
策
課
・
内
線
１
２
４
１
ま
で
。

友
好
都
市
イ
ベ
ン
ト
情
報

喜
多
方
市
に
 

出
か
け
よ
う
！
 

3

入賞作品を発表します 

第1位 
 
ひがしやまと 
キーマカレー 
 

第 2 位 
 
ゴマダレ  
水 餃 子  

 

第 3 位 
 

ちゃ茶  
ク レ ー プ  

〔湖畔いきいきクラブ〕 　　　〔空　龍〕 　　〔4小おやじの会〕 

市政功労者を 

ご推薦ください 

推薦期限は 

6月30日 

「家庭廃棄物の減量について」 

 6 月18日（水）午後 7 時～ 8 時30分 

 6 月21日（土）午前10時～ 11時30分 

　市民の皆さんと市長が直接語り合う「市長と語ろう会」 
（タウンミーティング）を実施します。今回は「家庭廃
棄物の減量について」がテーマです。10月1日（水）から 
家庭廃棄物の有料化が始まります。この機会に、市長と
語り合ってみませんか。事前の申込みは不要です。 

問合せ ごみ対策課・内線 1245 まで。 

場所 日時 

※手話通訳を希望する方は、6月6日（金）までにファクス（042-563-5931） 
　にてお申し込みください。 

中央公民館 
ホール 
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わたしたちは　家事・育児・

介護などの責任を分かち合う

まちをつくります

〔東大和市男女共同参画　
　　　　　都市宣言（抄）〕

熱中症にご注意を！　熱中症の予防には水分補給と暑さを避けることが大切です／問合せ　市立保健センター�０４２-５６５-５２１１まで

　男女共同参画川柳を募集します  ………2面
道路交通法が改正されます  ……………2面
特定健康診査
　・人間ドック等受診料の助成  ………3面
高齢者入院見舞金の申請を  ……………3面
障害者福祉サービスのご案内  ………4・5面
情報マップ・市民情報  ………………6・7面
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※
広
告
料
の
先
払
い
要
求
な
ど

は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
詐
欺

行
為
に
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

秘
書
広
報
課
・
内

線
１
４
１
３
ま
で
。

　

消
費
税
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
市
の
下
水
道
使
用
料
に
つ

い
て
は
、
６
月
分
か
ら
新
消
費

税
率
８
％
を
適
用
し
た
金
額
と

な
り
ま
す
。

　

な
お
、
４
月
・
５
月
分
の
下

水
道
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
旧

税
率
で
あ
る
５
％
を
適
用
し
た

金
額
と
な
り
ま
す
。

※
下
水
道
使
用
料
金
表
の
詳
細

は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

下
水
道
課
・
内
線

１
２
３
１
ま
で
。

　

市
で
は
、
各
種
手
続
き
や
公

共
施
設
案
内
等
の
行
政
情
報
を

掲
載
し
た
「
平
成　

年
度
東
大

２６

和
市
く
ら
し
の
便
利
帳
」
を
、

㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
と
の
官
民
協

働
事
業
に
よ
り
９
月
に
発
行

（
市
内
全
世
帯
及
び
転
入
者
に

配
布
）
す
る
予
定
で
す
。

　

官
民
協
働
事
業
と
は
、
行
政

の
財
政
負
担
な
し
に
、
広
告
収

入
に
よ
り
事
業
を
行
う
も
の
で

す
。
現
在
、
広
告
掲
載
の
依
頼

の
た
め
、
協
力
事
業
者
の
担
当

者
が
市
章
の
入
っ
た
名
刺
を
持

参
し
、
事
業
所
等
に
伺
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
（
広
告
掲
載
の
申
し
込

み
は
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
�　

―
０４

２
９
６
８
―
８
４
９
４
へ
）。

　

市
で
は
、
家
庭
や
職
場
、
子

育
て
で
、
男
女
の
役
割
分
担
が

で
き
て
「
よ
か
っ
た
こ
と
」
や

「
男
女
平
等
」
な
ど
を
テ
ー
マ

に
し
た
川
柳
を
募
集
し
ま
す
。

今
後
の
男
女
共
同
参
画
の
啓
発

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
募
集
作
品　

男
女
共
同
参
画

社
会
を
推
進
し
、
そ
の
実
現
へ

の
理
解
と
認
識
を
深
め
る
た
め

の
川
柳
（
五
・
七
・
五
）

�
作
品
例
（
昨
年
度
最
優
秀
賞
）

　

父
さ
ん
と

　
　
　

呼
ば
れ
て
戻
り

　
　
　
　
　

ご
み
お
願
い

▽
応
募
資
格　

市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方

▽
応
募
方
法　

郵
送
、
フ
ァ
ク

ス
、
メ
ー
ル
で
、
①
作
品
（
漢

字
に
は
ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く

だ
さ
い
）
②
住
所
③
氏
名
（
ふ

り
が
な
）
④
年
齢
⑤
性
別
⑥
電

話
番
号
⑦
市
内
在
住
で
な
い
方

は
勤
務
先
ま
た
は
学
校
名
を
記

入
し
、
市
民
生
活
課
ま
で
ご
応

募
く
だ
さ
い
。
何
作
品
で
も
応

募
で
き
、
様
式
は
自
由
で
す
。

▽
募
集
期
限　
　

月　

日
貊
必

１０

３１

着▽
応
募
先　

市
民
生
活
課
〔
市

役
所
３
階
、
〒　
　

東
大
和
市

２０７-
８５８５

中
央
３
―　

、
フ
ァ
ク
ス　

―

９３０

０４２

　

―
５
９
３
１
、
メ
ー
ル
ア
ド

５６３レ
ス
（shim

inseikatsu@
ci

ty.higashiyam
ato.lg.jp

）〕

※
メ
ー
ル
の
場
合
、
市
か
ら
受

信
確
認
メ
ー
ル
を
返
信
し
ま
す
。

▽
入
賞
決
定　

選
考
委
員
会
に

お
い
て
入
賞
作
品
を
決
定
し
、

表
彰
状
と
賞
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

※
入
賞
作
と
同
一
の
川
柳
が
複

数
あ
っ
た
場
合
は
抽
選
で
決
定
。

▽
発
表　

入
賞
者
に
文
書
で
通

知
し
ま
す
（
来
年
２
月
に
開
催

の
男
女
共
同
参
画
フ
ェ
ス
タ
で

表
彰
式
を
行
い
、
市
報
・
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
表
）。

▽
そ
の
他　

川
柳
は
自
作
で
未

発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。
応

募
作
品
の
著
作
権
は
東
大
和
市

に
帰
属
し
ま
す
。
応
募
作
品
は

返
却
し
ま
せ
ん
。
取
得
し
た
個

人
情
報
は
、
本
企
画
に
関
連
す

る
業
務
に
限
り
使
用
し
ま
す
。

◎
男
女
共
同
参
画
キ
ー
ワ
ー
ド

〜
マ
タ
ハ
ラ
・
パ
タ
ハ
ラ
〜

　

マ
タ
ハ
ラ
は
マ
タ
ニ
テ
ィ
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
略
で
、
働
く

女
性
が
、
妊
娠
・
出
産
を
契
機

に
職
場
で
精
神
的
・
肉
体
的
な

嫌
が
ら
せ
を
受
け
た
り
、
解
雇

や
雇
い
止
め
等
、
不
当
な
扱
い

を
受
け
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。

ま
た
、
パ
タ
ハ
ラ
は
パ
タ
ニ
テ

ィ
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
略
で
、

パ
タ
ニ
テ
ィ
と
は
、英
語
で「
父

性
」
を
意
味
し
ま
す
。
男
性
が

育
児
参
加
を
通
じ
て
、
自
ら
の

父
性
を
発
揮
す
る
権
利
や
機
会

を
、
職
場
の
上
司
や
同
僚
が
侵

害
す
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
市
民

生
活
課
・
内
線
１
７
１
５
ま
で
。

◎
事
業
資
金
融
資
の
あ
っ
せ
ん

　

小
規
模
事
業
を
営
ん
で
い
る

方
、
新
た
に
事
業
を
始
め
よ
う

と
す
る
方
に
対
す
る
事
業
資
金

の
融
資
に
つ
い
て
、
市
内
の
金

融
機
関
へ
あ
っ
せ
ん
す
る
制
度

で
す
（
詳
細
は
下
表
参
照
）。

◎
中
小
企
業
勤
労
者
生
活
資
金

融
資
あ
っ
せ
ん

　

市
内
在
住
の
中
小
企
業
勤
労

者
に
対
す
る
生
活
資
金
の
融
資

に
つ
い
て
、
指
定
の
金
融
機
関

へ
あ
っ
せ
ん
す
る
制
度
で
す
。

▽
申
込
要
件　

①
市
内
に
１
年

以
上
居
住
し
、
同
一
事
業
所
に

１
年
以
上
勤
務
し
て
い
る
こ
と

②
市
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と

③
資
金
の
使
途
が
適
切
で
返
済

能
力
を
有
し
て
い
る
こ
と

▽
融
資
額　

教
育
資
金
、
医
療

・
出
産
資
金
、
冠
婚
葬
祭
資
金

は　

万
円
以
内
。
住
宅
等
改
修

８０
資
金
は　

万
円
以
内

１００

▽
利
率　

年　

％
１.８

▽
返
済
期
間　

５
年
以
内

▽
問
合
せ　

産
業
振
興
課
・
内

線
１
０
７
１
ま
で
。

■
段
差
解
消
板
等
を
設
置
し
な

い
で
く
だ
さ
い

　

玄
関
や
車
庫
の
出
入
口
な
ど

に
段
差
解
消
板
を
設
置
す
る
と
、

歩
行
者
や
自
転
車
等
の
通
行
の

妨
げ
に
な
り
大
変
危
険
で
す
。

ま
た
、
雨
水
の
流
れ
に
も
支
障

を
き
た
し
ま
す
。
段
差
解
消
板

は
使
用
時
に
の
み
置
く
よ
う
に

し
、
道
路
上
に
は
障
害
物
を
設

置
し
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
道
路
集
水
ま
す
上
の
清
掃
に

ご
協
力
を

　

道
路
に
あ
る
雨
水
集
水
ま
す

の
上
に
ご
み
等
が
た
ま
っ
て
い

る
と
、
降
雨
時
に
雨
水
が
流
れ

ず
、
道
路
冠
水
す
る
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
。
自
宅
周
囲
の
集
水

ま
す
が
目
詰
ま
り
し
て
い
る
時

は
、
ご
み
等
を
取
り
除
い
て
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
危
険
で
す
の
で
ふ
た

は
開
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
道
路
集
水
ま
す
に
汚
濁
水
を

流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

　

雨
水
集
水
ま
す
に
油
類
、
ペ

ン
キ
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
を
流

す
と
道
路
排
水
管
を
通
し
て
空

堀
川
、
奈
良
橋
川
、
前
川
等
の

河
川
に
流
れ
込
み
ま
す
。
川
が

汚
れ
、
魚
や
ザ
リ
ガ
ニ
等
の
生

き
物
が
死
ん
で
し
ま
う
原
因
と

な
り
ま
す
の
で
、
汚
濁
水
は
決

し
て
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
宅
地
内
か
ら
道
路
上
に
枝
葉

を
出
さ
な
い
よ
う
ご
協
力
を

　

宅
地
内
等
か
ら
道
路
に
は
み

出
し
て
い
る
樹
木
の
枝
葉
は
、

車
両
や
歩
行
者
の
通
行
の
妨
げ

と
な
り
、
接
触
事
故
等
の
危
険

が
あ
り
ま
す
。
土
地
を
管
理
し

て
い
る
方
は
、
枝
葉
を
道
路
上

に
出
さ
な
い
よ
う
、
せ
ん
定
等

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
街
路
灯
の
故
障
を
見
つ
け
た

と
き
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い

　

街
路
灯
の
故
障
を
見
つ
け
た

時
は
、
街
路
灯
の
下
に
つ
い
て

い
る
黄
色
の
シ
ー
ル
に
記
載
さ

れ
た
管
理
番
号
（
Ａ
・
○
○
○

○
等
）
ま
た
は
街
路
灯
の
所
在

地
を
、
土
木
課
ま
で
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
土
木

課
・
内
線
１
２
１
２
ま
で
。

�

皆
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す 

男
女
共
同
参
画
川
柳 

　

６
月
１
日
豸
か
ら
運
転
免
許

に
関
す
る
改
正
道
路
交
通
法
が

施
行
さ
れ
ま
す
。

▽
主
な
改
正
点

�
免
許
取
得
・
更
新
の
際
に
、

一
定
の
病
気
等
の
症
状
に
関
す

る「
質
問
票
」の
提
出
義
務
付
け

�
一
定
の
病
気
等
に
よ
り
免
許

を
取
り
消
さ
れ
た
方
の
免
許
再

取
得
時
の
試
験
一
部
免
除

�
そ
の
他
一
定
の
病
気
等
に
係

る
運
転
者
対
策
や
悪
質
・
危
険

運
転
者
対
策
な
ど

▽
問
合
せ　

警
視
庁
運
転
免
許

本
部
�　

―
６
７
１
７
―
３
１

０３

３
７
へ
。

■
高
齢
者
の
方
は
運
転
免
許
の

返
納
を
ご
検
討
く
だ
さ
い

　

近
年
、　

歳
以
上
の
高
齢
者

６５

が
交
通
事
故
の
加
害
者
と
な
る

ケ
ー
ス
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

運
転
に
自
信
が
な
く
な
っ
た
方

や
家
族
か
ら
運
転
を
心
配
さ
れ

て
い
る
方
は
、
運
転
免
許
返
納

を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　

返
納
さ
れ
た
方
は
、
運
転
経

歴
証
明
書
の
申
請
が
で
き
ま
す
。

こ
の
証
明
書
の
提
示
に
よ
り
、

高
齢
者
運
転
免
許
自
主
返
納
サ

ポ
ー
ト
協
議
会
の
加
盟
店
等
で
、

特
典
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

▽
問
合
せ　

東
大
和
警
察
署
�

　

―　

―
０
１
１
０
へ
。

０４２

５６６

免許取得・更新時に 
質問票提出が義務化 

道路交通法が 
改正されます 

　

市
で
は
、
情
報
化
施
策
の
課

題
解
決
の
た
め
、
第
三
次
情
報

化
推
進
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

▽
計
画
の
目
的　

市
民
本
位
の

電
子
自
治
体
を
構
築
し
、
次
の

課
題
を
解
決
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
ま
し
た
。
①
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
②
行
政
運
営
の
効
率

化
・
高
度
化
③
情
報
化
経
費
の

低
廉
化
と
運
用
・
管
理
の
最
適

化
④
災
害
時
に
事
業
継
続
可
能

な
高
い
信
頼
性
と
安
全
性
の
確

保
⑤
高
度
な
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
レ
ベ
ル
の
確
保

▽
基
本
施
策
・
環
境
整
備　

市

民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
な
ど
課
題

解
決
に
向
け
た
基
本
的
な
施
策

の
方
向
性
を
次
の
と
お
り
示
し

ま
し
た
。
①
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ

ィ
ア
を
活
用
し
た
情
報
提
供
②

窓
口
サ
ー
ビ
ス
等
の
拡
充
③

仮
想
化
・
集
約
化
に
よ
る
情
報

シ
ス
テ
ム
の
最
適
化
④
外
部
事

業
者
を
活
用
し
た
ア
ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ
の
推
進
⑤
事
業
継
続
計

画
を
踏
ま
え
た
環
境
整
備

▽
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
環
境
の
整
備

安
全
・
安
心
な
情
報
シ
ス
テ
ム

を
維
持
す
る
た
め
、
次
の
方
策

を
示
し
ま
し
た
。
①
情
報
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
対
策
と
個
人
情
報
保

護
対
策
②
情
報
化
推
進
体
制
の

堅
持
③
人
材
育
成
と
職
員
の
情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
意
識
の
向
上

※
詳
細
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

情
報
管
理
課
・
内

線
１
３
７
１
ま
で
。

計
画
期
間
は
 

平
成
 ２６
 年
度
か
ら
5
年
間

第
三
次
情
報
化
 

推
進
計
画
を
策
定

広
告
掲
載
に
 

　
　
ご
協
力
を
 

く
ら
し
の
便
利
帳
を
 

　
　
　
　

発
行
し
ま
す

6
月
か
ら
 

下
水
道
使
用
料
 

消
費
税
率
の
改
定

ご
利
用
く
だ
さ
い
 

融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

　〈事業資金融資の申込要件〉
法　　　人個　　　人

主たる事業所等を市内に有し、
1年以上事業を営んでいること

市内に1年以上居住し、都内で
1年以上事業を営んでいること居 住 等

20人以下（商業等は5人以下）であること従業員数
法人名義で完納申込者名義で完納市税の完納
代　表　者不　　　要保 証 人

東京信用保証協会の保証対象業種であること信用保証
※独立開業資金の場合は申込要件が若干異なるため、事前にお問い合わせください。

　〈事業資金融資の融資条件〉

独立開業資金不況対策
特別運転資金設備資金運転資金

500万円300万円700万円500万円限 度 額
5 年以内5 年以内7 年以内5 年以内償還期間

小口事業資金2.1％、 特例小口零細企業資金1.9％利 率
50％70％50％50％利子補給

別途要件あり別途要件あり見積書が必要－そ の 他
※不況対策特別運転資金及び独立開業資金は、小口事業資金のみの制度です。

市道等の 
適正な管理のため 

皆さんの 

ご協力を 

お願いします 

東
大
和
市
街
路
灯 

※
故
障
は
市
役
所
へ 

563-2111

・ 



市役所� ０４２ �５６３ � ２１１１（代）
東東東東東東東東東東ややややややややややままままままままままとととととととととと市市市市市市市市市市報報報報報報報報報報東やまと市報

2 0 1 4 ・ 5 ・ 1 5�

■
特
定
健
康
診
査

　
　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の
国
民

４０

７４

健
康
保
険
の
被
保
険
者
の
方
を

対
象
に
、
糖
尿
病
を
は
じ
め
と

す
る
生
活
習
慣
病
を
引
き
起
こ

す
と
さ
れ
る
内
臓
脂
肪
症
候
群

（
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
）
に
着
目
し
た
特
定
健
康
診

査
の
受
診
が
で
き
る
受
診
券
を

送
付
し
ま
す
（
下
表
参
照
）。

　

検
査
の
結
果
、
生
活
習
慣
病

の
リ
ス
ク
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
方
に
は
、
特
定
保
健
指
導
の

利
用
が
で
き
る
利
用
券
を
送
付

し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

保
険
年
金
課
・
内

線
１
０
２
１
ま
で
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
健
康
診
査

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者
の
方
に
、
東
京
都
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
の

委
託
を
受
け
て
、
健
康
診
査
の

受
診
が
で
き
る
受
診
券
を
送
付

し
ま
す
（
下
表
参
照
）。

　

健
診
項
目
は
、
腹
囲
を
除
き

特
定
健
康
診
査
と
同
様
で
す
。

▽
問
合
せ　

保
険
年
金
課
・
内

線
１
０
２
６
ま
で
。

　

次
の
全
て
の
条
件
に
当
て
は

ま
る
方
に
入
院
見
舞
金
（
１
万

円
）
を
支
給
し
て
い
ま
す
。
該

当
す
る
方
は
ご
申
請
く
だ
さ
い
。

▽
条
件　

①
連
続
し
て　

日
以

２１

上
入
院
し
た
方
（
入
院
中
の
方

を
含
み
ま
す
）
②　

歳
以
上
の

７０

特定健康診査・ 
後期高齢者 
　医療健康診査 

◎国民健康保険・ 
　　後期高齢者医療制度の 
　　　　　　被保険者の方へ 

　

開
設
の
準
備
を
進
め
て
い
る

（
仮
称
）
東
大
和
市
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
施
設
整
備
の
内
容
に

つ
い
て
、
事
業
実
施
者
と
共
同

で
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時
（
手
話
通
訳
あ
り
）

�
６
月
７
日
貍
午
後
２
時
か
ら

�
６
月　

日
貅
午
後
７
時
か
ら

１２

▽
場
所　

市
役
所
会
議
棟
第
１

・
２
会
議
室

▽
問
合
せ　

福
祉
推
進
課
・
内

線
１
１
３
４
ま
で
。

◎
人
間
ド
ッ
ク
等
受
診
料
の
助

成
　

国
保
及
び
後
期
の
被
保
険
者

の
方
を
対
象
に
、
疾
病
の
早
期

発
見
や
健
康
保
持
・
増
進
の
た

め
、
人
間
ド
ッ
ク
ま
た
は
脳
ド

ッ
ク
の
受
診
料
（
上
限
二
万
三
、

〇
〇
〇
円
）
を
助
成
し
ま
す
。

▽
対
象　

受
診
日
に
被
保
険
者

の
資
格
が
あ
り
、
申
請
日
に
す

で
に
納
期
限
が
到
来
し
て
い
る

保
険
税
（
料
）
を
完
納
し
て
い

る
方
（
国
保
は　

歳
以
上
の
方
）

４０

▽
助
成
回
数　

人
間
ド
ッ
ク
・

脳
ド
ッ
ク
を
合
わ
せ
て
年
度
１

回▽
申
請
に
必
要
な
も
の　

保
険

証
、
人
間
ド
ッ
ク
等
が
明
記
さ

れ
て
い
る
領
収
書
、
本
人
（
国

保
の
場
合
は
世
帯
主
）
の
印
鑑

及
び
振
込
先
が
わ
か
る
も
の

▽
申
請
期
限　

受
診
後
１
年
以

内◎
葬
祭
費
の
支
給

　

国
保
及
び
後
期
の
被
保
険
者

の
方
が
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
は
、

喪
主
の
方
に
葬
祭
費
（
５
万
円
）

を
支
給
し
ま
す
。

▽
申
請
に
必
要
な
も
の　

葬
儀

等
の
領
収
書
（
喪
主
の
方
及
び

亡
く
な
ら
れ
た
方
の
氏
名
が
記

載
さ
れ
て
い
る
も
の
）、喪
主
の

方
の
印
鑑
及
び
振
込
先
が
わ
か

る
も
の
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
の

保
険
証

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
保
険

年
金
課
・
内
線
１
０
２
３
（
国

保
）、
１
０
２
６
（
後
期
）
ま

で
。

人
間
ド
ッ
ク
等
受
診
料
の
助
成 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
葬
祭
費
の
支
給 

◎
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
・ 

　
　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
（
後
期
） 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

高齢者入院 
見舞金の申請を 

説
明
会
を
開
催 

（
仮
称
）
東
大
和
市 

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー 

方
（
入
院
し
た
年
度
中
に　

歳
７０

に
な
る
方
を
含
み
ま
す
）
③
東

大
和
市
に
居
住
し
て
１
年
以
上

の
方
④
市
民
税
非
課
税
の
方

▽
注
意
点

�
同
一
年
度
内
に　

日
以
上
の

２１

入
院
を
複
数
回
し
た
場
合
で
も
、

１
回
の
み
の
支
給
で
す
。

�
入
院
期
間
中
に
生
活
保
護
を

受
け
た
期
間
が
あ
る
場
合
は
、

そ
の
期
間
を
除
き
ま
す
。

�
介
護
療
養
施
設
へ
の
入
院
は

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

�
対
象
と
な
る
入
院
日
数

に
達
し
た
日
か
ら
１
年
を

経
過
す
る
と
申
請
で
き
ま

せ
ん
。

▽
申
請
に
必
要
な
も
の　

朱
肉
を
使
用
す
る
印
鑑
、

入
院
期
間
が
わ
か
る
も
の

（
領
収
書
、
退
院
証
明
書

等
の
入
院
期
間
が
わ
か
る

書
類
）、対
象
者
の
口
座
番

号
が
わ
か
る
も
の

▽
問
合
せ　

高
齢
介
護
課
・

内
線
１
１
７
７
ま
で
。

　

障
害
の
あ
る
方
や
ご
家
族
の

方
が
日
常
生
活
で
困
っ
た
時
な

ど
に
、
相
談
員
（
下
表
参
照
）

が
、
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

相
談
員
は
障
害
の
あ
る
方
や
障

害
者
の
保
護
者
の
方
等
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

障
害
福
祉
課
・

内
線
１
１
２
３
ま
で
。

身
体
・
知
的
障
害 

相
談
員 

ご
相
談
く
だ
さ
い 

後期高齢者医療健康診査特 定 健 康 診 査

後期高齢者医療制度の被保険者 ※1 
40歳から74歳までの東大和市国民健康保険
被保険者

対　　象

誕生月と
受診券の
送付時期

受診の期間は、受診券に記載して送付します。期間内に受診してください。
○質問票（服薬歴・喫煙歴など）　 ○身体計測（身長・体重・BMI・腹囲 ※2）　
○血圧測定　 ○血液検査（脂質・血糖・肝機能検査・ 腎 機能検査） 　○尿検査（糖・たん白）

じん健診項目

東大和市医師会加入の指定医療機関受診場所
自己負担金額はありません。ただし、健診項目にない検査等を受けた場合は別途費用がかかります。負 担　金

（注）東大和市国民健康保険以外の方は、加入する医療保険からの案内に従って受診してください。
※1　昭和14年4～9月生まれの方は、後期高齢者医療健康診査。送付時期は上表と異なり、誕生月に送付します。
※2　後期高齢者医療健康診査には含まれません。

受診券送付時期誕生月

6月中4・5・6・7月

7月中8・9・10・11月

8月中12・1・2・3月

受診券送付時期誕生月
6月中4・5・6・7月

誕生日の前月8・9・10・11月
11月中12・1月
12月中2・3月

電話番号氏名区分

080-4181-4519広井福栄肢　体
身
体
障
害

090-1535-7847福原明廣肢　体

042-565-3882（ファクス）細田恵子聴　覚

080-5447-1987水谷雅弘視　覚

070-5553-5670尾崎美佐子

知　的　障　害 042-563-1039立田京子

042-563-6700（事業所）早山宏子

　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

「
か
る
が
も
」
の
一
時
保
育
室
で

は
、
６
月
２
日
豺
か
ら
電
話
で

の
予
約
と
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
（
こ

れ
ま
で
ど
お
り
、
窓
口
で
の
予

約
も
可
能
で
す
）。

▽
予
約
専
用
電
話
番
号　

�　
０４２

―　

―
３
６
５
５
（
こ
の
番
号

５６５
以
外
で
の
電
話
予
約
は
不
可
）

▽
受
付
時
間
（
月
〜
土
曜
日
）

①
希
望
日
の
１
か
月
前
の
予
約

等 

午
前　

時
〜
午
後
５
時

１０

②
①
以
外
の
予
約
等
（
予
約
は

空
き
が
あ
る
場
合
の
み
） 

午

前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

※
一
時
保
育
室
で
は
、
１
か
月

前
か
ら
予
約
が
可
能
で
す
。

▽
電
話
予
約
後　

１
週
間
以
内

に
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

窓
口
で
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

◎
出
張
か
る
が
も
ひ
ろ
ば

　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
保
育
士
が
手
遊
び
や
読

み
聞
か
せ
を
し
た
り
、
参
加
者

間
で
情
報
交
換
を
し
た
り
す
る

出
張
か
る
が
も
ひ
ろ
ば
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
子
育
て
に
関
す

る
ご
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
の

で
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　

０
歳
〜
３
歳
児
と
そ

の
保
護
者

▽
期
日
・
場
所　

６
月　

日
貂

１０

は
さ
く
ら
が
お
か
児
童
館
、
６

月　

日
貉
は
新
堀
地
区
会
館
、

１１
６
月　

日
貂
は
か
み
き
た
だ
い

１７

児
童
館
、
６
月　

日
貉
は
芋
窪

２５

集
会
所

▽
時
間　

午
前　

時　

分
〜　

１０

３０

１１

時　

分
（
予
約
は
不
要
で
す
）

４５
�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
子
ど

も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
�　

―
０４２

　

―
３
６
５
１
ま
で
。

５６５

か
る
が
も
一
時
保
育
室
 

6
月
2
日
豺
か
ら
 

電
話
で
予
約
が
 

で
き
ま
す
 

　

玉
川
上
水
保
育
園
で
は
、
５

月
１
日
か
ら
一
時
預
か
り
事
業

を
開
始
し
ま
し
た
。

▽
対
象　

生
後　

日
以
上
で
集

５７

団
保
育
が
可
能
な
未
就
学
児

▽
保
育
日　

月
〜
金
曜
日
（
祝

日
、
年
末
年
始
等
は
除
く
）

▽
保
育
時
間
・
利
用
料

�
１
日
（
７
時
間
） 

午
前
９
時

〜
午
後
４
時
／
三
、
三
〇
〇
円

�
半
日
（
４
時
間
） 

午
前
９
時

玉
川
上
水
保
育
園
 

一
時
保
育
を
 

　
開
始
し
ま
す

て　

㎡（
６
畳
）以
上
の
部
屋
が

９.９
原
則
と
し
て
１
階
に
あ
る
こ
と

※
家
庭
福
祉
員
１
人
に
つ
き
、

保
育
す
る
人
数
は
３
人
ま
で
。

▽
保
育
日
時　

月
〜
土
曜
日
の

午
前
７
時　

分
〜
午
後
６
時
の

３０

う
ち
、
原
則
１
日
８
時
間
以
内

◎
家
庭
福
祉
員
の
利
用
者
募
集

　

市
内
在
住
で
、
認
可
保
育
園

の
入
園
基
準
を
満
た
す
方
が
利

用
で
き
ま
す
。
各
家
庭
福
祉
員

へ
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
受
入
年
齢
（
月
齢
）　

生
後　
５７

日
〜
３
歳
未
満

▽
所
在
地

�
ひ
が
保
育
マ
マ
（
�　

―
６

０９０

５
３
２
―
０
３
２
１
）中
央
２
―

１
１
０
１
―　

成
安
中
央
マ
ン

１２

シ
ョ
ン　

号
室

１０７

�
木
村
保
育
マ
マ
（
�　

―
５

０９０

５
５
７
―
０
８
５
３
）
南
街
２

―　

―
３
ピ
ー
ス
ア
ベ
ニ
ュ
ー

２０

　

号
室

１０２▽
保
育
日
時　

月
〜
土
曜
日
の

午
前
７
時　

分
〜
午
後
６
時
の

３０

う
ち
１
日
原
則
８
時
間
以
内

（
祝
日
、
年
末
年
始
は
除
く
）

▽
費
用
等　

月
額
三
万
五
、
〇

〇
〇
円
（
弁
当
持
参
）

▽
延
長
保
育
料　

１
時
間　

円
６００

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
保
育

課
・
内
線
１
７
５
２
ま
で
。

〜
午
後
１
時
、
正
午
〜
午
後
４

時
／
一
、
八
〇
〇
円

※
利
用
料
は
給
食
代
を
含
む
。

▽
定
員　

３
人

▽
利
用
限
度　

週
３
回

▽
申
込
み　

玉
川
上
水
保
育
園

�　

―　

―
８
６
７
２
へ
。

０４２

566

　

市
で
は
、
保
育
の
技
能
と
経

験
を
生
か
し
て
、
生
後　

日
目

５７

〜
３
歳
未
満
の
乳
幼
児
を
自
宅

等
で
保
育
す
る
家
庭
福
祉
員

（
保
育
マ
マ
）
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
次
の
全
て
の
条
件
に
該
当

す
る
方
は
、ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▽
家
庭
福
祉
員
の
主
な
条
件　

①
市
内
在
住
の
心
身
健
全
な

　

歳
〜　

歳
の
方

２５

６２

②
保
育
士
、
教
員
、
助
産
師
、

保
健
師
、
看
護
師
の
い
ず
れ
か

の
資
格
を
有
し
（
市
指
定
の
研

修
受
講
者
で
も
可
）、か
つ
保
育

経
験
を
有
す
る
こ
と

※
今
年
度
の
研
修
は
、
別
途
、

市
報
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

③
現
在
、
養
育
し
て
い
る
６
歳

未
満
の
子
ど
も
が
い
な
い
こ
と

④
自
宅
等
に
保
育
専
用
室
と
し

利
用
者
も
募
集

家
庭
福
祉
員
を
 

募
集
し
ま
す
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◎障害者総合支援法によるサービスは大きく分けて「自立支援給付」と「地域生活支援事業」に分かれ、「自立支援給付」はさらに、「介護給付」「訓練等給付」「相談支援給付」「自
立支援医療」「補装具費支給」に分けられます。「介護給付」を利用するためには、「障害支援区分」の認定が必要となります。「障害支援区分」は、東大和市障害支援区分判定審査
会において、医師意見書等を踏まえ審査判定し、市が認定します。また、サービスの支給決定は、障害支援区分のほか、介護を行う方の状況、サービスの利用意向等を踏まえたサ
ービス等利用計画案に基づいて行います。
◎平成 25年 4月の法改正により難病等の方々が障害福祉サービス等の対象となりました。詳しくは、市のホームページをご覧いただくか、お問い合わせください。
◎各給付および補装具にかかる利用者負担には、所得に応じた負担の上限額が決められています。

障害者総合支援法による自立支援給付

サービスの内容サービス名称区分

○自宅で入浴、排せつ及び食事の介護等を行います。居 宅 介 護

介
護
給
付

○重度の肢体不自由者・その他障害者であって常に介護を必要とする方、及び重度の知的障害者または精神障害者で行動上著しい困難を有する方
に、自宅での入浴や排せつ、食事等の介護や外出時の移動支援を総合的に行います。

重 度 訪 問
介　 　 護

○知的障害または精神障害のため行動が困難で介護が必要な方に、行動する時に必要な介助や外出時の移動支援等を行います。行 動 援 護

○重度の視覚障害のため移動が困難な方に、外出時に同行して移動の支援を行います。同 行 援 護

○介護が必要な程度が非常に高いと認められた方に、居宅介護等の障害福祉サービスを包括的に提供します。重度障害者
等包括支援

○自宅で介護する方が病気の場合などに、短期間（夜間も含め）施設で入浴、排せつ及び食事の介護等を行います。短 期 入 所

○医療を必要とし、常に介護を必要とする方に、昼間、病院において、機能訓練や療養上の管理、看護、介護及び日常生活の世話を行います。療 養 介 護

○常に介護が必要な方に、主に日中に施設で入浴や排せつ、食事の介護や創作的活動、生産活動の機会を提供します。生 活 介 護

○施設に入所する方に、入浴、排せつ及び食事の介護等を行います。施 設 入 所
支　 　 援

○自立した日常生活や社会生活ができるよう、一定の期間、身体機能や生活能力向上のために必要な訓練を行います。
　機能訓練…身体障害者を対象に、自立した日常生活ができるよう、一定の期間（目標期間18か月）、身体機能向上のために必要な訓練を行います。
　生活訓練…知的障害者、精神障害者を対象に、自立した日常生活や社会生活ができるよう、一定の期間（標準期間24か月、長期入所者の場合

36か月）生活能力向上のために必要な訓練を行います。

自 立 訓 練

訓
練
等
給
付

○就労を希望する方に、一定の期間、就労に必要な知識や能力を向上させる訓練や、適性にあった職場開拓、職場定着のために必要な支援を行い
ます。

就 労 移 行
支　 　 援

○企業等に就労することが困難な方に、生産活動等の機会の提供や、就労に必要な知識や能力向上のための訓練を行います。就 労 継 続
支　 　 援

○就労・生活介護等の日中活動をしている方に、主として夜間、共同生活を行う住居において、相談、入浴、排せつまたは食事の介護等の日常生
活上の世話を行います。

共 同 生 活
援　 　 助

○障害福祉サービスの支給決定を受ける場合または変更する場合に、サービス利用計画案を作成します。また、一定期間ごとにサービスの利用状
況の検証を行い計画の見直しを行います。

計 画 相 談
支　 　 援相

談
支
援
給
付

○施設入所者または精神科病院に入院している方等が地域移行をするために、住居の確保、事業所への同行等の支援を行います。地 域 移 行
支　 　 援

○居宅で単身等の地域生活が不安定な障害のある方に対し、常時の連絡体制を確保し、緊急の事態に訪問等をして支援を行います。地 域 定 着
支　 　 援

○障害のある方に対し、医療費の給付を行います。
　更生医療：障害の除去または軽減が見込まれるなど、当該障害に対して確実な治療効果が期待される医療にかかる費用の一部を公費で負担します。
　育成医療：身体に障害のある児童が、早い時期に治療を始め、将来生活していくために必要な能力を得るために必要な手術等の医療費等の一部を公費

で負担します。
　精神通院：精神障害及び当該精神障害に起因して生じた病態に対して通院医療費の一部を公費で負担します。

自立支援医療

○障害のある方に対し、補装具の購入と修理の費用を支給します。
　盲人安全杖、眼鏡、義眼、補聴器、義肢、装具、車いす、電動車いす、歩行補助杖、座位保持いす、重度障害者用意思伝達装置等
※障害の程度等により、対象となる補装具が異なります。

補装具費支給

児童福祉法による給付

事業の内容事業名称

○障害のある児童に対し、施設において日常生活の基本動作の指導や集団生活への適応訓練を行います。児 童 発 達 支 援

○医療的なケアが必要な障害のある児童に対し、施設において日常生活の基本動作の指導や集団生活への適応訓練を行います。医療型児童発達支援

○学校通学中の障害のある児童に対し、放課後や夏休み等の長期休暇中に、生活能力の向上のために必要な訓練や創作的活動、地域交流の
機会の提供等を行います。

放 課 後 等
デ イ サ ー ビ ス

○障害児通所支援を利用する障害のある児童に対し、サービスの支給決定を受ける場合または変更する場合に、サービス利用計画案を作成
します。また、一定期間ごとにサービスの利用状況の検証を行い計画の見直しを行います。障 害 児 相 談 支 援

障害者総合支援法による地域生活支援事業
所得
制限

費用
負担事業の内容及び対象者事業名称区分

無無

○精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている方、またはこれと同等の障害を有すると認められる方を対象に、精神障害者の社
会復帰、自立及び社会参加促進のために次に掲げる支援を行います。
　①福祉サービスの利用に関する相談、助言、紹介等の支援　②社会資源の活用に関する相談、助言、紹介等の支援　③社会生
活を営む能力を高めるための支援等
　　実施場所：精神障害者地域生活支援センターウエルカム　　�042－564－0888（相談）、ファクス　042－564－3680
　　利用時間：月・水・金曜日は午前9時～午後6時30分、火・木・土曜日は午前9時～午後5時。
　　休　業　日：日曜日・祝日・年末年始（12月29日～1月3日）

相 談 支 援
事　 　 業

地
域
生
活
支
援
事
業

無無
○手話通訳者、要約筆記者等の派遣を行います。
　対象者：聴覚、言語機能、音声機能その他の障害のため意思疎通を図ることに支障がある方及び聴覚障害者等をもって組織す
る団体

手話通訳者
等派遣事業

無無
○聴覚障害等のある方が市役所本庁舎等に来庁した際のコミュニケーション支援を行うため、手話通訳者を配置します。
　配置場所：市役所本庁舎、中央公民館、中央図書館等　配置日時：金曜日午前9時～午後5時。 ※金曜日が祝日等の場合は配置
日の変更があります。

手話通訳者
設 置 事 業

無有

○障害のある方が日常生活を容易にするための日常生活用具を購入した場合に、その用具の購入に要する費用を支給します。
　パーソナルコンピューター用情報・通信支援用具、ポータブルレコーダー、時計、点字タイプライター、音声式体温計、体重
計、電磁調理器、視覚障害者用拡大読書器、音響案内装置、活字文書読み上げ装置、点字器、屋内信号装置、聴覚障害者用通
信装置、フラッシュベル、情報受信装置、会議用拡聴器、携帯用信号装置（5ページに続く）

日常生活用
具給付事業

障害者（身体・知的・精神・難病等）の福祉サービス等のご案内〔平成２６年４月１日現在〕
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障害者総合支援法による地域生活支援事業（つづき）

無有

　（4ページからのつづき）点字ディスプレイ、人工喉（こう）頭、携帯用会話補助装置、酸素吸入装置、酸素ボンベ運搬車、ネ
ブライザー（吸入器）、電気式たん吸引器、動脈血中酸素飽和測定器（パルスオキシメーター）、空気清浄器、浴槽、入浴担架、
入浴補助用具、移動用リフト、移動・移乗支援用具、ガス安全システム、便器、特殊便器、特殊マット、訓練いす、特殊寝台、
体位変換器、特殊尿器、ルームクーラー、居宅生活動作補助用具、訓練用ベッド、透析液加温器、ストマ用装具（蓄便袋、蓄
尿袋）、紙おむつ、洗腸装具、頭部保護帽、火災警報器、自動消火装置、歩行補助杖（一本杖）、収尿器
※平成25年4月から難病等の方も対象となりました。また、障害の程度等により、対象となる用具が限られます。

日常生活用
具給付事業

地
域
生
活
支
援
事
業

無有
○社会生活上不可欠な外出及び余暇活動等の社会参加のための外出の際に介護者を派遣して移動の支援を行います。
　対象者：屋外での単独移動が困難な知的障害、精神障害、視覚障害（同行援護の対象者は除く）を有する方、及び補装具費の

支給対象となった車いすを利用する1級及び2級の身体障害者（重度訪問介護、重度障害者等包括支援の対象者は除く）

移 動 支 援
事　 　 業

①無　
②無　

①有　
②無　

①みのり福祉園において、身体障害者に対する創作的活動、機能訓練及び社会適応訓練に関する支援を行います。
蜴問合せ　みのり福祉園　�042－564－1381、ファクス 042－564－1382まで。
②精神障害者地域生活支援センターウエルカムにおいて、精神障害者に対する創作的活動、社会適応訓練に関する支援を行いま
す。
蜴問合せ　精神障害者地域生活支援センターウエルカム　�042－564－0888（相談）、ファクス 042－564－3680へ。

地域活動支
援センター
事　　　業

無無○入浴困難な在宅の重度障害者に対して、週1回入浴巡回車を派遣し、組立式浴槽による入浴のサービスを行います。
　対象者：2級以上の身体障害者手帳または2度以上の愛の手帳の交付を受けた在宅の方

訪 問 入 浴
サービス事業

無有○障害のある方に対し、施設等において日中一時的に、排せつ、食事等の介護、その他の日常生活上の支援を行います。
　対象者：学齢児以上の障害のある方

日 中 一 時
支　 　 援

有有
○自動車運転免許を取得する障害のある方に対して、運転免許の取得に要する費用の一部を助成します。
　対象者：身体障害者手帳3級以上（内部障害4級以上、下肢、体幹障害5級以上）の方または愛の手帳所持者で、適性試験に合格

している方

自動車運転
免許取得費
助 成 事 業

有有○自己の所有する自動車の操向装置及び駆動装置の改造が必要な方に対して、自動車の改造に要する費用の一部を助成します。
　対象者：上肢、下肢、体幹に係る障害を有する方で、1級または2級の身体障害者手帳の交付を受けた方

自動車改造
費助成事業

無有

○重度の身体障害を有する方が日常生活の利便を図るため、その居住する家屋の住宅設備を改善した場合に、その費用を限度額
内において助成します。
　対象者：①中規模改修…学齢児以上65歳未満の下肢または体幹に係る障害が2級以上の方、及び補装具費の支給対象となった

車いすを利用している内部障害を有する方
　　　　　②屋内移動設備設置…学齢児以上で、上肢、下肢または体幹に係る障害が1級以上で歩行ができない状態にある方及び

補装具費の支給対象となった車いすを利用している内部障害を有する方

住 宅 設 備
改 善 事 業

障害者総合支援法、児童福祉法以外によるサービス
所得
制限

費用
負担事業の内容事業名称対象

無無○学齢児以上の在宅の視覚障害者で、主に情報の入手を点字に頼っている方に点字図書を給付します。
○対象者1人につき、1年度6タイトルまたは24巻を限度とします。点字図書の給付

身
体
障
害
者

有無○18歳以上で2級以上の身体障害者手帳の交付を受けた方で、外出困難な方に対して、コミュニケーション及び緊急連絡を
目的に電話料（基本料金と通話料300円まで）を助成します。電 話 料 助 成

有無
○都内におおむね1年以上居住している身体障害者で、世帯全体に係る所得課税額の月平均額が77，000円未満であり、社会
活動への参加に効果があると東京都が認めた方に、補助犬を無償で給付します。
○視覚障害（1級）…盲導犬　　○肢体不自由（1・2級）…介助犬　　○聴覚障害（2級）…聴導犬

身 体 障 害 者
補助犬の給付

無－

○上肢・聴覚障害2級以上、視覚・下肢・体幹・内部障害3級以上の身体障害者手帳または3度以上の愛の手帳の交付を受け
た方で、自動車を所有する方または当該障害者のために使用する自動車の所有者で、当該障害者と生計を一にする方に対
して支給します。
○助成額は対象者が支払ったガソリン費1褄当たり、ガソリンについては53円80銭、軽油については32円10銭とします。1
か月当たり30褄分を限度とします。
　※福祉タクシー利用者証の交付を受けている方は利用できません。

ガソリン費の
助 成

身
体
障
害
者
・
知
的
障
害
者

無－
○上肢・聴覚障害2級以上、視覚・下肢・体幹・内部障害3級以上の身体障害者手帳または3度以上の愛の手帳の交付を受け
た方が、市と契約した福祉タクシーを利用することができる利用券（500円）を、月5枚を単位として交付します。
※ガソリン費の助成を受けている方は利用できません。

福祉タクシー券
の 交 付

有有○2級以上（ただし、内部障害は3級以上）の身体障害者手帳または2度以上の愛の手帳の交付を受けた方に医療保険の本人
負担分を一部助成します（65歳以上の新規申請は除く）。

心 身 障 害 者
医療費の助成

無無
○2級以上の身体障害者手帳または2度以上の愛の手帳の交付を受けた方（3歳以上65歳未満）が、在宅で常時おむつを着用
する必要がある場合、紙おむつ（1か月当たり45枚以内）を支給します。尿とり用パットを希望する方には、1日当たり2
枚以内で支給します。

紙おむつの支給

無無○2級以上の身体障害者手帳または2度以上の愛の手帳の交付を受けた方（3歳以上65歳未満）のみの世帯に、家具転倒防止
器具の取付を行います。

家具転倒防止
器具取付事業

無無

○障害者単身世帯または障害者夫婦を含む世帯（子どもが成人している場合は除く）で、1級～3級（「聴覚または平衡機能の
障害」、「音声機能、言語機能またはそしゃく機能の障害」は除く）の身体障害者手帳または1度～3度の愛の手帳の交付を
受けている方で、寝具を衛生的に管理することが困難な方に対して、乾燥は、原則1人につき月1回乾燥車により、水洗い
は原則1人につき年2回集配により実施します。

寝 具 乾 燥 等

無無○障害のある方やご家族の方が日常生活で困った時などに、市から委託を受けた相談員が電話等により相談に応じます。相
談員は、障害のある方や障害者の保護者の方等です。詳しくは、3ページまたは市のホームページをご覧ください。

身体障害者・知的
障 害 者 相 談 員

無有

○2級以上の身体障害者手帳、2度以上の愛の手帳及び2級以上の精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている方で構成され
る世帯（単身世帯も可）で、買い物や炊事が困難と思われる方、若しくは2級以上の身体障害者手帳、2度以上の愛の手帳
及び2級以上の精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている方と65歳以上の身体的、精神的機能低下等のある方で構成さ
れる買い物や炊事が困難と思われる世帯に、毎日（年末年始は除く）の昼食を届けます。
○利用者負担　1食につき570円（生活保護世帯及びそれに準ずる世帯は1食につき370円）
蜴問合せ　東大和市社会福祉協議会　�042－564－0012、ファクス 042－564－3680へ。

食事サービス

身
体
・
知
的
・
精
神
障
害
者

無無○身体障害者手帳、愛の手帳または精神障害者保健福祉手帳の交付を受けた方が、都営交通を利用する際に無料で乗車でき
る無料乗車券を発行します。

都 営 交 通 の
無 料 乗 車 券

無無○身体障害者手帳、愛の手帳または精神障害者保健福祉手帳の交付を受けた方に、市が所有する福祉車両を貸し出します。
※燃料費、有料道路料金等、車両の運行に直接必要となる費用については、利用者負担となります。

福 祉 車 両
貸 出 事 業

無無
○通院している在宅の精神障害者及びその家族を対象に生活相談（生活の仕方や対人関係等）や医療の相談（薬の飲み方、
医療の継続の相談等）、福祉相談（経済的支援、住居、就労等）のほか、社会復帰施設の利用や助言、あっせんの相談を行
います。

精 神 保 健
福 祉 相 談
（一般相談等）

精
神
障
害
者

蜴問合せ　身 体 ・ 知 的 障 害 者（児）： 障害福祉課 障害福祉係　内線1123・1124・1125、ファクス 042-563-5928まで。

　　　　　精神 障害者（児）、難病等の方： 障害福祉課 相談支援係　内線1126・1127、ファクス 042-563-5928まで。
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�

さ
い
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
市
立

保
健
セ
ン
タ
ー
�　

―　

―
５

０４２

５６５

２
１
１
ま
で
。

■
初
め
て
の
離
乳
食
講
習
会

（
４
〜
６
か
月
）

　

生
後
４
〜
６
か
月
の
乳
児
の

保
護
者
／
６
月
４
日
貉
午
後
１

時　

分
〜
３
時
／
市
立
保
健
セ

３０
ン
タ
ー
／　

人
（
申
込
順
。
５

２０

月　

日
貊
か
ら
受
付
を
開
始
し

１６
ま
す
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
電
子
申
請
で
も
受
け
付
け
ま

す
）
／
離
乳
食
の
進
め
方
・
作

り
方
の
話
、
試
食
（
保
護
者
の

み
）
／
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具
、
お
ん
ぶ
ひ
も
ま
た
は
だ

っ
こ
ひ
も

■
育
児
相
談
会
〜
か
ん
が
る
ー

グ
ル
ー
プ

　

小
さ
く
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん

や
発
達
に
不
安
や
心
配
を
抱
え

て
い
る
家
族
（
保
護
者
の
み
の

参
加
可
）
／
５
月　

日
貊
午
前

２３

９
時　

分
〜　

時
／
市
立
保
健

３０

１１

セ
ン
タ
ー
／
子
育
て
に
つ
い
て

の
情
報
交
換
、
小
児
科
医
の
相

談
／
母
子
健
康
手
帳
／
当
日
直

接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
幼
児
食
講
習
会

　

１
歳
６
か
月
〜
就
学
前
の
幼

児
と
保
護
者
／
６
月　

日
貅
午

１２

前
９
時　

分
〜
正
午
／
市
立
保

３０

健
セ
ン
タ
ー
／　

人
（
申
込
順
。

２０

５
月　

日
貊
か
ら
受
付
を
開
始

１６

し
ま
す
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
電
子
申
請
で
も
受
け
付
け

ま
す
）
／
保
育
室
有
り
（　

人
。

１５

申
込
順
）
／
食
育
講
話
、
調
理

実
習
、試
食
／
母
子
健
康
手
帳
、

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用

具

■
手
打
ち
う
ど
ん
講
習
会
〜
食

育
推
進
事
業

　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方
／
６

月　

日
貂
午
前
９
時　

分
〜
午

１０

３０

後
０
時　

分
／
市
立
保
健
セ
ン

３０

タ
ー
／　

人
（
申
込
順
。
初
め

２０

て
の
方
を
優
先
し
ま
す
）
／
保

育
室
有
り
（
１
歳
〜
就
学
前
の

幼
児
。
定
員
は　

人
。
申
込
順
）

１０

／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記

用
具

■
な
ん
で
も
聞
こ
う
！
無
料
歯

科
相
談
〜
歯
科
医
療
連
携
推
進

事
業

日
時　

６
月
１
日
豸
午
前　

時
１０

〜
午
後
２
時
／
市
立
保
健
セ
ン

タ
ー
／
歯
科
健
診
・
相
談
、
フ

ッ
素
塗
布
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
（
口

臭
測
定
、
唾
液
テ
ス
ト
、
顕
微

鏡
で
口
の
中
の
ば
い
菌
を
見
て

み
よ
う
）
／
訪
問
診
療
の
相
談

も
可
／
主
催　

東
大
和
市
歯
科

医
師
会
、
東
大
和
市

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

こ
こ
ろ
に
不
安
や
悩
み
の
あ

る
方
及
び
そ
の
家
族
／
６
月
４

日
貉
午
前　

時
〜
正
午
（
事
前

１０

予
約
制
）
／
市
立
保
健
セ
ン
タ

ー
／
専
門
の
医
師
に
よ
る
相
談

�
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
�　

―　
０４２

５６５

―
５
２
１
１
ま
で
。

■
公
立
昭
和
病
院
の
経
営
形
態

の
見
直
し

　

公
立
昭
和
病
院
は
、
平
成　
２６

年
８
月
１
日
（
予
定
）
か
ら
、

病
院
事
業
に
つ
い
て
、
現
行
の

地
方
公
営
企
業
法
の
一
部
適
用

か
ら
、
全
部
適
用
へ
移
行
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
／
昭
和
病

院
組
合
事
務
局
�　

―　

―
０

０４２

４６１

０
５
２
へ
。

■
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

の
定
期
接
種
化

　

予
防
接
種
制
度
の
改
正
に
よ

り
、
平
成　

年
秋
か
ら
定
期
接

２６

種
化
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

対
象　

市
内
に
住
所
を
有
し
、

４
月
１
日
現
在
の
年
齢
が　

歳
６４

の
方
（
対
象
年
度
１
年
間
の
う

ち
、
実
施
期
間
限
り
。
５
年
以

内
に
接
種
し
た
方
は
除
く
。
翌

年
以
降
は
対
象
外
）
／
平
成　
２６

年
度
の
対
象　

昭
和　

年
４
月

２４

２
日
〜
昭
和　

年
４
月
１
日
生

２５

ま
れ
の
方
（
詳
細
は
決
定
次
第

市
報
・
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
）
／
昭
和　
２４

年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方　

国
の
通
知
に
基
づ
き
順
次

対
象
予
定
。
決
定
次
第
、
市
報

・
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

■
（
任
意
）
高
齢
者
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

　

申
込
み
多
数
に
よ
り
、
は
が

き
で
の
受
付
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

定
員
に
な
り
次
第
終
了
と
な

り
ま
す
の
で
事
前
に
お
問
い
合

わ
せ
の
う
え
、
市
立
保
健
セ
ン

タ
ー
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ

■
環
境
を
考
え
る
図
書
展

　

環
境
月
間
に
あ
わ
せ
て
「
正

し
く
捨
て
て
護
美
（
ご
み
）
問

題
」
の
テ
ー
マ
で
環
境
に
関
す

る
図
書
を
展
示
し
、
貸
し
出
し

ま
す
。

期
間
・
場
所　

５
月　

日
貊
〜

１６

６
月
９
日
豺
は
中
央
図
書
館
、

５
月　

日
貍
〜
６
月
９
日
豺
は

１７

桜
が
丘
図
書
館
、
５
月　

日
貊

１６

〜
６
月
８
日
豸
は
清
原
図
書
館

（
休
館
日
は
除
く
）
／
中
央
図

書
館
�　

―　

―
２
４
５
４
、

０４２

５６４

桜
が
丘
図
書
館
�　

―　

―
２

０４２

５６７

２
３
１
、
清
原
図
書
館
�　

―
０４２

　

―
２
９
４
４
ま
で
。

５６４■
蔵
敷
公
民
館
か
ら

◎
第　

回
蔵
敷
公
民
館
ま
つ
り

３２

―
イ
キ
イ
キ
・
キ
ラ
キ
ラ
！
夢

い
っ
ぱ
い
―

　

蔵
敷
公
民
館
を
利
用
し
て
い

る
グ
ル
ー
プ
の
日
頃
の
活
動
成

果
を
展
示
・
発
表
し
ま
す
。
駐

車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

�
５
月　

日
貍 

開
会
式　

午

２４

前　

時
〜　

時　

分
／
展
示
・

１０

１０

３０

発
表　

午
前　

時　

分
〜
午
後

１０

３０

４
時　

分
／
茶
席　

午
前　

時

３０

１０

　

分
〜
午
後
３
時
（
茶
席
料　

３０

２００

円
）
／
縁
台
将
棋　

午
前　

時
１０

　

分
〜
午
後
２
時（
野
外
。参
加

３０自
由
）／
お 
囃
子 （
芋
窪
囃
子
保

は
や
し

存
会
）
午
前
９
時　

分
〜　

時

３０

１０

�
５
月　

日
豸 

展
示
・
発
表

２５

午
前　

時
〜
午
後
３
時　

分
／

１０

３０

閉
会
式　

午
後
３
時　

分
〜
３

３０

時　

分
／
体
験
コ
ー
ナ
ー　

お

４５
絵
か
き
天
国（
ら
く
が
き
・
お
絵

か
き
・
ぬ
り
え
コ
ー
ナ
ー
）は
午

前　

時
〜
午
後
３
時
、
砂
糖
細

１１
工（
ア
ー
ト
シ
ュ
ガ
ー
）午
前　
１０

時
〜
正
午（
先
着　

人
。参
加
費

２０

　

円
）／
お
囃
子（
芋
窪
囃
子
保

１００存
会
）
正
午
〜
午
後
０
時　

分
３０

�　

日
貍
・　

日
豸
両
日 

模

２４

２５

擬
店　

午
前　

時
〜
売
切
れ
次

１１

第
終
了
。
お
に
ぎ
り
・
お
で
ん

・
駄
菓
子
・
鉢
花
等
の
販
売
、

福
祉
施
設
に
よ
る
焼
き
そ
ば
の

販
売
／
体
験
コ
ー
ナ
ー　

切
り

絵
体
験
（
蔵
敷
切
り
絵
同
好
会
）

午
前　

時　

分
か
ら

１０

３０

◎
親
子
講
座
「
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ

ー
ジ
で
癒
さ
れ
タ
イ
ム
」

　

０
歳
〜
就
学
前
の
お
子
さ
ん

と
保
護
者
／
６
月　

日
貊
・　

１３

２０

日
貊
午
前　

時
〜　

時　

分
／

１０

１１

３０

蔵
敷
公
民
館
／
各　

組
（
申
込

１０

順
）
／
講
師　

中
川
清
美
氏
（
ア

ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト
）
／　

円
５００

（
マ
ッ
サ
ー
ジ
オ
イ
ル
代
）
／

汚
れ
て
も
よ
い
バ
ス
タ
オ
ル
／

定
員
に
な
り
次
第
、
受
付
は
終

了
し
ま
す
。

�
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

蔵
敷
公
民
館
�　

―　

―
０
５

０４２

５６６

５
１
ま
で
。

■
自
然
観
察
会
「
薬
草
を
探
そ

う
」（
事
前
申
込
制
）

　

薬
草
を
中
心
に
初
夏
の
植
物

を
観
察
し
ま
す
。
後
半
は
薬
草

茶
を
飲
み
な
が
ら
、
身
近
な
ハ

ー
ブ
な
ど
に
つ
い
て
話
し
ま
す
。

期
日　

６
月
８
日
豸
／
午
前
９

時　

分
に
郷
土
博
物
館
会
議
室

３０
集
合
／
観
察
地　

狭
山
緑
地
／

講
師　

鈴
木
幸
子
氏
（
東
京
生

薬
協
会
栽
培
技
術
指
導
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
）
／
筆
記
用
具
／
申
込

み　

郷
土
博
物
館
�　

―　

―

０４２

５６７

４
８
０
０
ま
で
。

■
市
へ
の
ご
寄
付

　

次
の
団
体
か
ら
市
へ
の
ご
寄

付
が
あ
り
ま
し
た
。
厚
く
お
礼

□
音
声
ガ
イ
ド
付
映
画
会
「
春

と
の
旅
」（
ひ
と
み
サ
ー
ク
ル
）

／
６
月
７
日
午
後
１
時　

分
〜

３０

４
時
／
社
会
福
祉
協
議
会
／
■問
 

社
会
福
祉
協
議
会　

―　

―
０

０４２

５６４

０
１
２

□
第　

回
み
ん
な
の
家
ま
つ
り

２１

作
品
市
（
み
ん
な
の
会
）
／
５

月　

日
午
前　

時
〜
午
後
２
時

１８

１０

／
市
役
所
中
庭
／
作
品
販
売

（
陶
器
、
手
芸
品
、
さ
を
り
織

り
）、
体
験
コ
ー
ナ
ー
（
陶
器
絵

付
け
、
さ
を
り
織
り
、
押
し
花

ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
）、
模
擬
店
、

バ
ザ
ー
、
包
丁
研
ぎ
な
ど
／
■問
 

第
二
み
ん
な
の
家　

―　

―
０

０４２

５６７

２
６
７

□
空
堀
川
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
（
環

境
学
習
リ
ー
ダ
ー
連
絡
会
）
／

５
月　

日
午
前　

時
〜
正
午

２１

１０

（
９
時　

分
か
ら
受
付
を
開
始

３０

し
ま
す
。
小
雨
決
行
。
大
雨
中

止
）
／
清
水
富
士
見
緑
地
集
合

／
清
水
富
士
見
緑
地
か
ら
高
木

橋
と
奈
良
橋
川
の
合
流
地
点
あ

た
り
の
水
辺
を
歩
き
、
高
木
橋

改
修
状
況
と
水
辺
の
生
き
物
な

ど
を
観
察
し
ま
す
／
服
装
は
長

靴
、
長
ズ
ボ
ン
で
お
越
し
く
だ

さ
い
／
■持
 

タ
オ
ル
、筆
記
用
具
、

飲
み
物
／
■申
 

田
口　

―　

―
８

０４２

５６１

２
１
４
（
フ
ァ
ク
ス
兼
用
）

□
第
３
回
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
フ
ェ

ア
参
加
者
募
集
（
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会
）
／
２

人
以
上
の
ア
マ
チ
ュ
ア
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
グ
ル
ー
プ
／
７
月　

日
１９

午
後
１
時　

分
〜
５
時
／
ハ
ミ

３０

ン
グ
ホ
ー
ル
／
約　

団
体
（
コ

２０

ン
テ
ス
ト
方
式
）
／
■費
 

八
千
円

（
参
加
費
）
／
■申
 

河
本　

―　
０４２

５６４

―
０
１
７
３（
フ
ァ
ク
ス
兼
用
）

□
軽
体
操
会
員
募
集
（
さ
ざ
ん

か
）
／　

歳
以
上
の
女
性
／
毎

５０

週
月
曜
日
午
前　

時
〜　

時　

１０

１１

３０

分
／
市
民
体
育
館
／
健
康
増

進
・
維
持
の
軽
体
操
／
■入
 
　

円
５００

／
■月
 

千
五
百
円
／
■問
 

小
谷
田　
０４２

―　

―
２
５
４
７

５６２
□
Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｈ
Ｏ
Ｐ　

Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ

ダ
ン
ス
会
員
募
集
（
Ｅ
Ｒ ‘

Ｓ
）

／
小
学
２
年
生
以
上
の
方
／
毎

週
木
曜
日
の
午
後
６
時
〜
９
時

　

分
／
市
民
体
育
館
ほ
か
／
講

３０師
は
プ
ロ
ダ
ン
サ
ー
の
Ｒ
Ｙ
Ｏ

Ｊ
Ｉ
・
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｋ
Ａ
／
■入
 

五
千

円
／
■月
 

五
千
円
／
見
学
自
由
。

初
回
体
験
無
料
／
■問
 

橋
野　

―
０９０

４
４
２
１
―
９
１
３
９

※
凡
例　

■講
 

講
師
、　

■費
 

費
用
、

■入
 

入
会
金
、
■月
 

月
会
費
、
■持
 

持

ち
物
、
■問
 

問
合
せ
、
■申
 

申
込
み

�������������������������������������������������

　

交
通
事
故
の
死
者
数
は
年
々

減
少
傾
向
に
あ
る
一
方
、　

歳
６５

以
上
の
高
齢
者
が
占
め
る
割
合

が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
交
通
事
故
の
多
く

は
、
自
宅
付
近
の
身
近
な
場
所

で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
次
の

こ
と
に
注
意
し
て
交
通
事
故
を

な
く
し
ま
し
ょ
う
。

�
道
路
を
横
断
す
る
時
は
、
横

断
歩
道
を
利
用
し
、
青
信
号
で

も
必
ず
右
左
の
安
全
確
認
を
し

て
か
ら
、
渡
り
ま
し
ょ
う
。

�
車
の
直
前
直
後
の
横
断
は
や

め
ま
し
ょ
う
。

�
夜
間
や
雨
天
の
外
出
時
は
、

運
転
者
に
よ
く
目
立
つ
よ
う
、

明
る
い
色
の
服
や
反
射
材
を
身

に
付
け
ま
し
ょ
う
。

�
自
転
車
を
運
転
す
る
時
は
、

歩
行
者
や
周
り
の
車
両
な
ど
の

動
き
に
注
意
し
て
通
行
し
ま
し

ょ
う
。

�
自
動
車
等
を
運
転
す
る
時
は
、

高
齢
者
を
見
か
け
た
ら
徐
行
す

る
な
ど
「
思
い
や
り
の
あ
る
運

転
」
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

▽
問
合
せ　

東
大
和
警
察
署
�

　

―　

―
０
１
１
０
へ
。

０４２

５６６

◎
東
大
和
警
察
署
 

高
齢
者
の
 

交
通
事
故
を
 

防
止
し
ま
し
ょ
う

申
し
上
げ
ま
す
。（
敬
称
略
）

○
体
重
計　

台
、
携
帯
用
お
茶

５４０

ボ
ト
ル
二
、
五
二
〇
本
、
枕
二
、

五
六
〇
個
、
ス
ト
ー
ル　

枚
９０３

　

株
式
会
社
カ
タ
ロ
グ
ハ
ウ
ス

　

市
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

■
平
成　

年
度
市
・
都
民
税
課

２６

税
証
明
書
及
び
非
課
税
証
明
書

の
交
付

開
始
日　

６
月　

日
貂
／
課
税

１０

課
（
市
役
所
１
階
）、清
原
市
民

セ
ン
タ
ー
（
非
課
税
証
明
書
は
、

一
部
発
行
不
可
）
／
１
通　

円
３００

／
必
要
な
も
の　

窓
口
に
来
る

方
の
運
転
免
許
証
や
住
基
カ
ー

ド
な
ど
本
人
確
認
が
で
き
る
も

の
（
同
居
の
親
族
以
外
の
方
が

代
理
で
申
請
す
る
場
合
は
、
委

任
状
が
必
要
で
す
）
／
課
税
課

・
内
線
１
０
５
４
ま
で
。

■
外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
学

習
教
室

　

市
内
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
に
よ
る
外
国
人
の
た

め
の
日
本
語
学
習
教
室
が
３
つ

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
民

生
活
課
（
市
役
所
３
階
）
で
配

布
し
て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
／
市
民
生
活
課

・
内
線
１
７
１
１
ま
で
。

星空観察会「惑星をみよう」 天体望遠鏡を使って、火星や木星を観察します／期日　5月 17日（土）／集合
午後 7時／場所　郷土博物館前／申込み　郷土博物館� 042-567-4800 まで
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仕
事
な
ど
で
平
日
に
納
税
相

談
及
び
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
方
の
た
め
に
、
休
日
の
臨

時
収
納
窓
口
及
び
土
曜
開
庁
窓

口
を
次
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。

▽
今
月
の
休
日
臨
時
収
納
窓
口

５
月　

日
豸
午
前
８
時　

分
〜

２５

３０

正
午

▽
土
曜
開
庁
窓
口　

毎
週
土
曜

日
午
前
８
時　

分
〜
正
午
（
祝

３０

日
は
除
く
）

※
休
日
臨
時
収
納
窓
口
・
土
曜

開
庁
窓
口
に
お
け
る
納
税
相
談

は
、
円
滑
に
相
談
が
で
き
る
よ

う
に
事
前
予
約
制
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
金
曜
日
の
午
後

５
時
ま
で
に
納
税
課
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
相
談
時
間
が
重
な

る
場
合
は
、申
込
順
と
し
ま
す
。

【
市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の

納
付
方
法
に
は
簡
単
便
利
な
口

座
振
替
も
あ
り
ま
す
】

　

口
座
振
替
依
頼
書
は
納
税
課

（
市
役
所
１
階
）、市
内
金
融
機

関
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
モ
バ
イ
ル

レ
ジ
に
よ
る
納
付
も
で
き
ま
す
。

▽
問
合
せ　

納
税
課
・
内
線
１

０
４
１
ま
で
。

臨
時
収
納
窓
口
を 

　
　 

開
設
し
ま
す 

◎
市
税
・
国
民
健
康
保
険
税 

《今月の納期》 
　納期限　6月2日（月） 

 

お問合せは、高齢介護課・内線 1171 まで 

お問合せは、保険年金課・内線 1026 まで 

・固定資産税・都市計画税 第1期全期前納 
・軽自動車税 全期 
・国民健康保険税 過年度分第2期分 
・介護保険料 過年度分第2期分 

・後期高齢者医療保険料 過年度分第2期分 

〈
一
般
書
〉

�
明
治
日
本
の
ナ
イ
チ
ン
ゲ

ー
ル
た
ち      
今
泉
宜
子 
著

�
病
名
の
な
い
診
察
室

豊
田
美
加 
著

�
不
思
議
な
薬
草
箱

西
村
佑
子 
著

�
東
京
・
城
南
の
モ
ノ
づ
く

り
企
業
「
飛
翔
す
る
」

日
刊
工
業
新
聞
社

南
東
京
支
局
取
材
班 
編
集

�
東
京
マ
ニ
ア
ッ
ク
博
物
館

　
　
　
　
　
 
町
田
忍 
監
修

�
ゼ
ン
タ
ン
グ
ル

ク
ラ
フ
ラ
’
ベ
ッ
カ
ー 
著

〈
児
童
書
〉

�
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
の
た
ま

ち
ゃ
ん　
   
深
山
さ
く
ら 
作

�
バ
ケ
ツ
で
実
践　

超
豪
快

イ
ネ
つ
く
り

農
山
魚
村
文
化
協
会 
編
集

ほ
ん
ほ
ん
・
本
・
Ｂ
ｏ
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ 

ほ
ん
・
本
・
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ 

電
話
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
予
約
で
き
ま
す
。

お
問
合
せ
は
、
中
央
図
書
館
�　

―　

―
２
４
５
４
ま
で
。

０４２

５６４

◎
図
書
館
の
新
着
資
料
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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■
住
宅
増
改
築
工
事
を
す
る
方

へ
〜
施
工
団
体
の
あ
っ
せ
ん

　

市
で
は
、
住
宅
等
の
増
改
築

及
び
修
繕
を
考
え
て
い
る
方
で
、

「
ど
こ
に
頼
ん
だ
ら
よ
い
か
分

か
ら
な
い
」
「
相
談
相
手
が
い

な
い
」
な
ど
で
お
困
り
の
方
に
、

市
と
協
定
し
て
い
る
施
工
団
体

を
あ
っ
せ
ん
し
て
い
ま
す
。

　

団
体
の
登
録
業
者
が
派
遣
さ

れ
ま
す
。
市
が
個
別
の
事
業
者

を
あ
っ
せ
ん
す
る
こ
と
は
有
り

ま
せ
ん
。
あ
っ
せ
ん
を
希
望
す

る
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
／
産
業
振
興
課
・
内
線
１

０
７
１
ま
で
。

■
「
里
正
日
誌
」
第
八
巻
を
刊

行
し
ま
し
た

　

旧
蔵
敷
村
内
野
家
文
書
「
里

正
日
誌
」
活
字
本
の
第
八
巻
を

刊
行
し
ま
し
た
。
第
八
巻
は
万

延
元
年
か
ら
文
久
３
年
ま
で
を

収
録
し
て
い
ま
す
。
郷
土
博
物

館
、社
会
教
育
課（
市
役
所
５
階
）

で
販
売
し
ま
す
。第
八
巻
は
一
、

四
〇
〇
円
、第
七
巻（
安
政
元
年

〜
安
政
６
年
）は
一
、六
〇
〇
円
、

第
九
巻
（
元
治
元
年
〜
慶
応
３

年
）
は
一
、
七
〇
〇
円
、
第
十

巻
（
明
治
元
年
〜
明
治
２
年
）

は
一
、
八
〇
〇
円
／
郷
土
博
物

館
�　

―　

―
４
８
０
０
ま
で
。

０４２

５６７

■
学
び
あ
い
ガ
イ
ド　

（
行
政

２６

に
よ
る
生
涯
学
習
）

　

市
で
は
、
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ん
が
学
習
活
動
に
参
加
し
、

豊
か
な
人
生
を
送
れ
る
よ
う
に

「
学
び
あ
い
ガ
イ
ド
」
を
発
行
し

て
い
ま
す
。
５
月
に
発
行
し
て

い
る「
行
政
に
よ
る
生
涯
学
習
」

で
は
、市
が
実
施
す
る
事
業
、市

内
高
校
の
公
開
講
座
等
や
ひ
が

し
や
ま
と
出
前
講
座
（
多
摩
湖

塾
）を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

団
体
・
サ
ー
ク
ル
紹
介
や
人

材
バ
ン
ク
制
度
の
案
内
を
掲
載

し
た
「
市
民
に
よ
る
生
涯
学
習
」

は
７
月
以
降
に
発
行
す
る
予
定

で
す
。

閲
覧
・
配
布
場
所　

社
会
教
育

課
（
市
役
所
５
階
）、
公
民
館
、

市
民
セ
ン
タ
ー
、地
区
集
会
所
、

児
童
館
、
図
書
館
、
郷
土
博
物

館
／
社
会
教
育
課
・
内
線
１
５

５
４
へ
。

■
図
書
館
休
館
の
お
知
ら
せ

　

所
蔵
資
料
の
点
検
・
整
理
の

た
め
、
次
の
と
お
り
休
館
し
ま

す
。

休
館
日　

桜
が
丘
図
書
館
は
５

月　

日
豺
〜　

日
貊
、
清
原
図

１２

１６

書
館
は
５
月　

日
豺
〜　

日
貊
、

１９

２３

中
央
図
書
館
は
６
月　

日
貂
〜

１０

　

日
貅
、
移
動
図
書
館
み
ず
う

１９

み
号
は
６
月　

日
貉
・　

日
貉

１１

１８

／
中
央
図
書
館
�　

―　

―
２

０４２

５６４

４
５
４
、
桜
が
丘
図
書
館
�　
０４２

―　

―
２
２
３
１
、
清
原
図
書

５６７
館
�　

―　

―
２
９
４
４
ま
で
。

０４２

５６４

■
戦
没
者
の
遺
族
の
皆
さ
ん
へ

〜
国
・
都
主
催
戦
没
者
追
悼
式

の
実
施
（
予
定
）

期
日　

８
月　

日
貊
／
全
国
戦

１５

没
者
追
悼
式
は
日
本
武
道
館
、

東
京
都
戦
没
者
追
悼
式
は
文
京

シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
／
申
込
み　

������������������������������������

市税・国民健康保険税はコンビニエンスストア及びモバイルレジで納付できます／問合せ　納税課・内線 1041 まで

６
月
上
旬
か
ら
、
東
京
都
福
祉

保
健
局
計
画
課
�　

―
５
３
２

０３

０
―
４
０
７
６
へ
。

■
６
月
１
日
〜　

日
は
電
波
利

１０

用
環
境
保
護
周
知
啓
発
強
化
期

間
〜
私
た
ち
の
生
活
の
安
心
・

安
全
を
脅
か
す
不
法
電
波
を
シ

ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
〜

　

電
波
は
ル
ー
ル
を
守
り
、
正

し
く
使
い
ま
し
ょ
う
／
関
東
総

合
通
信
局 

不
法
無
線
局
に

よ
る
混
信
・
妨
害
�　

―
６
２

０３

色覚異常　
　色覚異常は病気ではありません。

　治療しても治らないし、有効な治療法も

ありません。多くは色が分からないのでは

なく、色の組み合わせによって見分けにく

いことがある程度です。

　以前は小学校４年生を対象に色覚検査を

していましたが、２００３年度から学校生活に

支障がなく、検査が差別につながることを

考慮し、一斉検査での必須項目から削除さ

れました。それにより、ほとんどの小学校

で実施されなくなりました。

　現在、東大和市の小学校では実施されて

いないこともあり、現在２１歳以下の人は、

自分の色覚異常の有無をご存知でない方が

多いと思います。

　色の見え方に違いのある人は、日本人男

性の５％（２０人に一人）、女性の０.２％と言

われています。日常生活で不自由はなくて

も、航空機乗組員、鉄道従事者、海技従事

者、警察官、自衛官などの学校や職業で、

入学や採用の制限があります。印刷、塗装、

繊維工業などの微妙な色識別を要する職種

も少しハンディになります。知らずにいる

と、進学や就職時のトラブルが心配されま

す。

　警察官の一次試験に合格しながら、健康

診断で残念な思いをしたという話を聞いた

ことがあります。

　職種によっては、就職時に影響もあるこ

とから、あらためて、色覚異常の有無を知

っておく必要があると思われます。色覚検

査は「色覚検査表」で簡単に出来ます。

　皆さんも、機会があったら検査してみて

はいかがでしょうか。

公益社団法人東大和市医師会

３
８
―
１
９
３
９
、
テ
レ
ビ
・

ラ
ジ
オ
の
受
信
障
害
�　

―
６

０３

２
３
８
―
１
９
４
５
、
地
上
デ

ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
の
受
信
相

談
�　

―
６
２
３
８
―
１
９
４

０３

４
へ
。

■
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
〜

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

職
種　

一
般
事
務
／
採
用
予
定

人
員　

１
人
／
採
用
期
間　

７

月
１
日
か
ら
６
か
月
間
（
更
新

有
り
）
／
勤
務
日
時　

月　

日
２０

間
程
度
で
午
前
８
時　

分
〜
午

３０

後
５
時　

分
／
時
給　

円
／
募

１５

８７０

集
要
項　

５
月　

日
豺
〜　

日

２６

２９

貅
の
間
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
配
布
／
選
考
日　

６
月

６
日
貊
／
応
募
受
付　

市
販
の

履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

写
真
を
添
付
し
て
募
集
要
項
の

配
布
期
間
中
に
、原
則
、本
人
が

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
持

参
／
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

�　

―　

―
０
５
３
１
へ
。

０４２

５６５

■
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
特

設
人
権
相
談

　

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

は
、
６
月
１
日
を
「
人
権
擁
護

委
員
の
日
」
と
定
め
、「
全
国
一

斉
特
設
人
権
相
談
」
を
実
施
し

ま
す
。

　

市
で
は
、
人
権
擁
護
委
員
が

次
の
と
お
り
特
設
人
権
相
談
を

行
い
ま
す
（
事
前
申
込
制
）。

日
時　

６
月
４
日
貉
午
前　

時
１０

〜
正
午
、
午
後
２
時
〜
４
時
／

市
民
相
談
室（
市
役
所
４
階
）／

相
談
内
容　

人
権
侵
害
、
家
族

関
係
、離
婚
問
題
、人
生
相
談
等

の
悩
み
ご
と
／
申
込
み　

秘
書

広
報
課
・
内
線
１
４
１
３
ま
で
。

■
市
民
生
活
課
か
ら

◎
消
費
生
活
相
談
（
無
料
）

　

強
引
な
訪
問
販
売
・
送
り
つ

け
等
の
被
害
で
お
困
り
の
時
は
、

専
門
相
談
員
に
よ
る
消
費
生
活

相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
電

話
で
も
相
談
で
き
ま
す
。
予
約

優
先
。
当
日
受
付
可
。

日
時　

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

午
前　

時
〜
午
後
４
時
／
市
民

１０

生
活
課
（
市
役
所
３
階
）

◎
多
重
債
務
相
談
（
無
料
）

　

多
重
債
務
は
誰
に
で
も
起
こ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
司
法

書
士
に
よ
る
多
重
債
務
相
談
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

　

相
談
時
間
は
、
１
件
に
つ
き

お
お
む
ね　

分
間
で
す
。

４５

　

完
全
予
約
制
の
た
め
、
相
談

日
の
５
日
前
ま
で
に
、
予
約
し

て
く
だ
さ
い
。

日
時　

６
月　

日
、７
月
９
日
、

１１

８
月　

日
、
９
月　

日
、　

月

１３

１０

１０

８
日
、　

月　

日
、　

月　

日
、

１１

１２

１２

１０

平
成　

年
１
月　

日
、
２
月　

２７

１４

１８

日
、
３
月　

日
の
午
後
１
時
〜

１１

４
時
（
全
て
水
曜
日
）
／
市
民

相
談
室
（
市
役
所
４
階
）

�
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

市
民
生
活
課
・
内
線
１
７
１
３

ま
で
。

■
６
月
２
日
か
ら
ひ
き
こ
も
り

若
者
へ
の
訪
問
相
談
を
開
始

　

東
京
都
ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー

ト
ネ
ッ
ト
で
は
、
ひ
き
こ
も
り

の
問
題
を
抱
え
て
い
る
家
庭
へ

の
訪
問
相
談
を
開
始
し
ま
す
。

対
象　

次
の
全
て
の
条
件
に
該

当
す
る
家
族
①
ひ
き
こ
も
り
の

本
人
が
義
務
教
育
修
了
後
の　
１５

歳
〜
お
お
む
ね　

歳
②
都
内
在

３４

住
③
６
か
月
以
上
ひ
き
こ
も
り

の
状
態
が
続
い
て
い
る
／
詳
細

は
、
東
京
都
ひ
き
こ
も
り
サ
ポ

ー
ト
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w
w
w
.h
ik
ik
om
ori-

tokyo.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い

／
東
京
都
青
少
年
・
治
安
対
策

本
部
青
少
年
課
�　

―
５
３
８

０３

８
―
２
２
５
７
へ
。

ご
相
談
く
だ
さ
い 

お
悩
み
ご
と
が 

　
　
　
あ
り
ま
し
た
ら 

▲人権イメージ
　キャラクター
　人KEN
　あゆみちゃん



市役所�０４２� ５６３ � ２１１１（代） 2 0 1 4 ・ 5 ・ 1 5
東東東東東東東東東東ややややややややややままままままままままとととととととととと市市市市市市市市市市報報報報報報報報報報東やまと市報

 

●ハミング・ザ・シネマ《春》
①レ・ミゼラブル②最後のマ
イ・ウェイ
　５月２５日 豸①午前１０時３０分
開演②午後２時３０分開演／大
ホール　全席指定／５００円
●わらび座ミュージカル「小
野小町」
　６月１５日 豸午後３時開演／
大ホール　全席指定／４,５００円
（友の会４,０００円）／脚本　内
館牧子／演出　栗城宏
●本格的！和太鼓ワークショ
ップ
　祭り 囃子 も体験できる「お

ば や し

祭り編」（１４日）とみんなで曲
をつくる「創作編」（２２日）の
２回開催です。

チケット発売中の自主事業

　６月１４日 貍・２２日 豸午後２
時から／リハーサル室／事前
申込制〔６月２日 豺必着〕／
１,０００円／定員　各回１４人
【ワークショップの申込方法】
　往復はがきの往信面に①講
座名②希望日③住所④氏名
（ふりがな）⑤年齢⑥性別⑦電
話番号を、返信面に住所・氏
名を記入のうえハミングホー
ル（〒２０７-００１３東大和市向原
６ － １）へ郵送してください。
記入漏れ、複数応募は無効で
す。定員を超えた場合は抽選
となります。
●１９６６カルテット　ビートル
ズ・クラシックス・コンサート
　ビートルズナンバーをピア
ノカルテットでお届けします。
　７月１２日貍午後３時開演／
大ホール　全席指定／３,５００円
（友の会３,０００円）

 

　５月１７日貍から電話予約
を、５月１８日 豸から窓口販売
を開始します。

新規に発売する自主事業

●ドリーミングファミリーコ
ンサート
　ドリ ー ミ ン グ の楽しいコ ン サー
ト ！  アンパンマンもくるよ！
　８月２４日豸午後２時開演／
大ホール　全席指定／大人
２,０００円、子ども（３歳～中学
生）１,０００円
●上間綾乃　Concert Tour
２０１４
　８月３０日 貍午後６時開演／
大ホール  全席指定／５,000円
（友の会4,500円）

 

●国立音楽大学学生による演奏
　５月２８日貉正午開演／入場
無料／ホルン四重奏

 

　市民を対象とした調整会議
は、６月１日豸午後１時３０分
から行います。

ロビーコンサート

６月の施設利用の申込み
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■
国
民
年
金
の
種
別
変
更
に
つ

い
て

　

国
民
年
金
制
度
で
は
、
国
内

に
居
住
す
る　

歳
か
ら　

歳
ま

２０

６０

で
の
全
て
の
方
に
、
加
入
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
国
民

年
金
の
種
別
は
、
次
の
三
種
類

に
分
か
れ
て
お
り
、
届
出
は
加

入
時
だ
け
で
は
な
く
、
種
別
が

変
わ
っ
た
と
き
に
も
必
要
で
す
。

【
国
民
年
金
の
加
入
種
別
】

◆
第
１
号
被
保
険
者　

自
営
業

者
、
農
林
漁
業
者
と
そ
の
配
偶

者
、
学
生
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
無

職
の
方
等
で　

歳
以
上　

歳
未

２０

６０

満
の
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

加
入
や
種
別
変
更
の
手
続
き
は
、

被
保
険
者
の
方
が
行
い
ま
す
。

◆
第
２
号
被
保
険
者　

会
社
や

官
公
庁
に
勤
務
し
、
厚
生
年
金

や
共
済
年
金
に
加
入
し
て
い
る

方
が
対
象
に
な
り
ま
す
。
加
入

手
続
き
は
勤
務
先
で
行
い
ま
す
。

◆
第
３
号
被
保
険
者　

第
２
号

被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

配
偶
者
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

届
出
は
配
偶
者
の
勤
務
先
を
通

じ
て
行
い
ま
す
。

【
種
別
変
更
と
な
る
ケ
ー
ス
】

◆
第
１
号
被
保
険
者
に
な
る
方

　

歳
未
満
の
第
２
号
被
保
険
者

６０が
会
社
等
を
退
職
す
る
と
第
３

号
被
保
険
者
と
な
る
方
を
除
き
、

第
１
号
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
方
に
扶
養
さ
れ
て

い
た
第
３
号
被
保
険
者
も
第
１

号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。

◆
第
２
号
被
保
険
者
に
な
る
方

第
１
号
被
保
険
者
ま
た
は
第
３

号
被
保
険
者
が
就
職
し
て
厚
生

年
金
や
共
済
年
金
に
加
入
す
る

と
第
２
号
被
保
険
者
に
な
り
ま

す
。

◆
第
３
号
被
保
険
者
に
な
る
方

第
１
号
被
保
険
者
、
第
２
号
被

保
険
者
が
婚
姻
、
退
職
等
に
よ

り
第
２
号
被
保
険
者
の
被
扶
養

配
偶
者
に
な
る
と
第
３
号
被
保

険
者
に
な
り
ま
す
。

■
平
成　

年
４
月
（
６
月
支
払

２６

分
）
か
ら
年
金
額
が
変
わ
り
ま

す
　

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
な
ど

の
年
金
額
は
、
現
役
世
代
の
賃

金
水
準
に
連
動
す
る
仕
組
み
と

な
っ
て
お
り
、
平
成　

年
度
は

２６

「
名
目
手
取
り
賃
金
変
動
率
」

（　

％
）に
よ
っ
て
改
定
さ
れ
ま

０.３

す
。
平
成　

年
度
か
ら
平
成　

１２

１４

年
度
に
か
け
て
の
物
価
下
落
時

に
、
特
例
法
で
年
金
額
を
据
え

置
い
た
こ
と
に
よ
り
、
本
来
の

年
金
額
よ
り
高
い
水
準
で
支
払

わ
れ
て
い
る
現
行
の
年
金
額
は
、

法
律
に
基
づ
き
段
階
的
な
解
消

（
マ
イ
ナ
ス　

％
）
と
、
本
来

０.１

の
改
定
ル
ー
ル
に
則
っ
た
年
金

額
の
上
昇
率（　

％
）を
合
わ
せ

０.３

た
改
定
が
さ
れ
る
た
め
、
マ
イ

ナ
ス　

％
の
改
定
と
な
り
ま
す
。

０.７

　

こ
れ
に
伴
う
年
金
額
は
、
６

月
に
送
付
さ
れ
る
年
金
額
改
定

通
知
書
で
確
認
く
だ
さ
い
。

■
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
を
ご
利

用
く
だ
さ
い

▽
電
話
番
号　

０
５
７
０
―　
０５

―
１
１
６
５

※
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

　

―
６
７
０
０
―
１
１
６
５

０３▽
受
付
時
間

�
月
〜
金
曜
日 

午
前
８
時　
３０

分
〜
午
後
５
時　

分
１５

※
月
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で
。

�
第
２
土
曜
日（
祝
日
は
除
く
）

　
 
 

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時

３０

�
お
問
合
せ
は
、
立
川
年
金
事

務
所
�　

―　

―
０
３
５
２
ま

０４２

５２３

た
は
東
大
和
市
役
所
保
険
年
金

課
・
内
線
１
０
２
５
ま
で
。

国
民
年
金 

だ

よ

り

申込対象月施設名
平成２７年６月大・小ホール
平成２６年１２月その他の施設

しゃきょうのたまちゃん　
　先日「見守り・声かけ活動」の地区委員会に
初めて参加しました。「見守り・声かけ活動」と
は、ボランティアが見守りや声かけを希望する
方々を普段の生活の中でちょっとだけ気にかけ
る、そんな活動です。ご近所づきあいがもっと
盛んだった昔は、当たり前に行われていたこと
かもしれません。
　「雨戸が閉まったままだけれど大丈夫かな」
とか、「最近お散歩していらっしゃらないけれ
ど、お元気かな」とか、ほんのすこしの心配り
をすることで、人と人との間につながりが生ま
れます。そして、それはどちらにとっても有意
義なことでしょう。おそらくボランティアとい
うのは人のためだけではないのです。
　そういったボランティア活動に縁のなかっ
た私が、頑張ってみようと思った一つのきっか
けに「しゃきょうのたまちゃん」の存在があり
ます。「しゃきょうのたまちゃん」というのは、
多摩湖の取水塔をイメージした社会福祉協議会
のキャラクターです。困っている人をキャッチ
し、大きなあったかい手を誰にでもさしのべる
というキャラクター。ご存知の方も多いことで
しょう。
　ところが、このたまちゃんは決してスーパー
マンではありません。歩くときはゆっくりゆっ
くり、段差のあるところは両脇を抱えられなが
らそろそろと降りるといった風。機敏には動け
ないたまちゃんなのに、屈託のない笑顔で「困
っている人いませんか？」とアンテナを張り巡
らしているのです。　
　ボランティアがそういうものなら、私にもで
きることがあるかもしれないと思いました。い
きいきと活動なさっている方々をお手本に、た
まちゃんを心のよりどころに、ゆっくりゆっく
りできることを始めてみます。
　「見守り・声かけ活動」の輪がもっと広がっ
ていきますように。
                    　　　　　（市民記者　森脇千春）

※広告に関するお問合せは…総合広告代理店　フレックス株式会社
　　　　　　　　　　　　　 TEL  042 - 528 -1611（代） へ

   
広　

告

ハミングホール 
東大和市民会館 

窓口販売：午前9時～午後8時30分 
電話予約：午前9時～午後5時 

042-590-4414

�古紙含有率 70％再生紙を使用しています

フェイスブックはじめました　
　市では、4 月から、東大和市公式フェイスブック
の運用を開始しました。イベント、まちの話題、行
政情報、緊急情報などを発信していきます。フェイ
スブックページ名は「東大和市」です。
　ぜひご覧ください。

�問合せ　秘書広報課・内線 1412 まで。
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